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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中

は
、
市
政
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
に

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に

記
念
式
典
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
次
の
10
年
に
向
け
、

宇
陀
市
の
今
を
良
く
す
る
た
め
、
ま
た
、

将
来
を
良
く
す
る
と
の
思
い
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
の
経
済
状
況
は
若
干
の
上

向
き
感
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
経
済
に
お
き
ま
し
て
は
ま
だ
ま
だ

実
感
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
は
年
々
進
行
し
、

地
域
の
あ
り
方
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
「
宇
陀
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
主

要
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す

「
薬
草
産
業
の
復
興
や
高
原
野
菜
の
ブ
ラ

ン
ド
化
等
に
よ
る
農
林
業
の
再
生
・
活

性
化
」「
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
」

「
健
幸
都
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市

の
推
進
」「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心

と
し
た
地
域
の
連
携
」「
宿
泊
事
業
者
誘

致
事
業
」「
小
さ
な
拠
点
の
形
成
に
よ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
等
、
従

来
か
ら
推
進
し
て
お
り
ま
す
施
策
に
加

え
、
財
源
確
保
・
地
域
活
性
化
策
の
一

環
と
し
て
、「
企
業
誘
致
」「
企
業
と
の

連
携
」
な
ど
を
通
じ
、
市
内
で
仕
事
を

つ
く
る
、
ま
た
、
暮
ら
し
に
夢
を
持
て

る
よ
う
な
『
健
幸
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
』
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
市
政
に

対
す
る
ご
理
解
と
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
新
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
宇
陀
市
に
と
っ
て
、
躍
進
の
年
に

な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

宇陀市誕生１０周年記念コンサート

自転車競技大会ロードレース宇陀市ラッピングトラック出発式

宇陀市イイトコロＰＶ

【
1
月
】

13
日
　
成
人
式
（
新
成
人
３
０
１
人
）

17
日
　
消
防
団
出
初
式

24
日
　
宇
陀
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
・
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
／
宇
陀
市
の
イ
イ
ト
コ
ロ
紹
介

Ｐ
Ｖ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
公
開

31
日
　
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
宇
陀

【
2
月
】

7
・
20
・
27
日
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
大
宇
陀

政
始
・
西
谷
地
区
・
お
お
う
だ
南
部
ま
ち
協
）

【
3
月
】

13
日
　
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

19
日
　
室
生
西
・
室
生
東
小
学
校
閉
校
記
念

式
典

24
日
　
室
生
西
・
室
生
東
小
学
校
閉
校
式

【
4
月
】

６
日
　
室
生
小
学
校
開
校
式

10
日
　
春
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
ク

【
5
月
】

18
日
　
宇
陀
市
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

29
日
　
室
生
小
学
校
体
育
館
竣
工
式

【
6
月
】

５
・
12
・
19
・
26
日
　
環
境
美
化
運
動

５
日
　
近
畿
高
等
学
校
自
転
車
競
技
大
会
ロ
ー

ド
レ
ー
ス

９
日
　
宇
陀
市
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
（
今
西

物
流
株
式
会
社
様
所
有
）
出
発
式

12
日
　
宇
陀
市
地
域
連
携
防
災
訓
練

29
日
　
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
調
印
式
（
高
校
2
校
、ゴ
ル
フ
場
3
事
業
者
、

福
祉
施
設
７
事
業
所
、
医
療
施
設
1
事
業
所
）

【
7
月
】

３
日
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク（
室
生
地
区
ま
ち
協
）

9
日
　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
松

山
地
区
）
選
定
10
周
年
記
念
講
演

10
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
開
票
日
（
選

挙
権
年
齢
引
き
下
げ
後
、
初
の
選
挙
）

17
日
　
宇
陀
市
長
杯
町
お
こ
し
還
暦
野
球
大
会

23
日
　
市
立
病
院
「
病
院
ま
つ
り
」

31
日
　
室
生
へ
ま
ぁ
～
よ
り
祭

【
8
月
】

２
日
　
宇
陀
市
子
ど
も
議
会

4
日
　
は
い
ば
ら
花
火
大
会

15
日
　
第
23
回
阿
騎
野
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

16
日
　
古
市
場
納
涼
夏
ま
つ
り

21
日
　
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

23
日
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
連
絡
会

【
9
月
】

7
日
　
プ
レ
ミ
ア
ム
八
っ
ぴ
ー
商
品
券
発
行

【
10
月
】

６
日
　
公
共
交
通
に
関
す
る
地
域
連
携
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
協
定
調
印
式
（
近
畿
運
輸
支
局
）

７
日
　
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式

／
宇
陀
市
消
防
団
女
性
部
結
団
式

９
日
　
ま
ほ
ろ
ば
還
暦
野
球
全
国
大
会

22
日
　
宇
陀
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
10
周

年
記
念
人
権
の
集
い

29
～
30
日
　
う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

29
日
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
上
龍
門
ま
ち
協
）

【
11
月
】

３
日
　
宇
陀
市
美
術
展
覧
会

５
～
19
日
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
携
展
示
「
桜
井

宇
陀
ゆ
か
り
の
芸
術
家
た
ち
」

22
～
24
日
　
毛
皮
革
フ
ェ
ア 

in 

う
た
の

23
日
　
宇
陀
市
選
奨
式

【
12
月
】

1
日
　
民
生
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

６
日
　
大
和
高
原
の
魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
に

関
す
る
連
携
協
定（
県
、ロ
ー
ト
製
薬（
株
））

室生小学校体育館竣工

主な

宇陀市長　竹内幹郎

健
幸
で
魅
力
あ
る

　ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
日
頃
よ
り
市
議

会
運
営
に
対
す
る
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
大
統
領
の
今
後
の
動
向
、
韓
国
、

中
国
、
ロ
シ
ア
と
の
外
交
関
係
等
々
、

日
本
の
社
会
、
景
気
動
向
に
大
き
く
影

響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
要
因
が
数
多

く
見
ら
れ
、
市
議
会
に
と
り
ま
し
て
も

し
っ
か
り
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
宇
陀
市
は
、
昨
年
１
月
に
10
周
年
の

記
念
式
典
を
終
え
、
次
の
20
周
年
、
30

周
年
の
節
目
に
向
け
て
、
更
な
る
躍
進

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
宇
陀
市
で
は
、『
宇
陀
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
と
い

う
５
年
の
短
期
集
中
で
今
後
の
宇
陀
市

発
展
へ
の
起
爆
剤
と
な
る
計
画
や
、
奈

良
県
と
の
地
域
包
括
連
携
協
定
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
も
検
討
中
で
、
す

で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
内
容
や
、
具
体

的
な
計
画
を
進
め
て
い
る
取
り
組
み

等
々
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
子

育
て
、
地
域
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出

を
目
指
し
て
諸
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
宇
陀
市
議
会
も
そ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
宇
陀
市
に
と
っ
て
大
き
な
効
果
を

出
せ
る
よ
う
現
場
の
声
を
聞
き
、
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、
調
査
機
能
を
最
大

限
発
揮
し
て
行
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、

更
に
そ
の
機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
、

議
員
か
ら
の
提
案
も
活
発
に
行
い
、
議

会
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
市
民
の
負

託
に
応
え
、
市
の
発
展
の
た
め
に
全
力

を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
市

議
会
運
営
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
平
成

29
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

消防団女性部結成式桜井宇陀広域連携展示うだ産フェスタ2016

宇陀市子ども議会 還暦野球大会 施設利用に関する協定調印式

【
1
月
】

13
日
　
成
人
式
（
新
成
人
３
０
１
人
）

17
日
　
消
防
団
出
初
式

24
日
　
宇
陀
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
・
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
／
宇
陀
市
の
イ
イ
ト
コ
ロ
紹
介

Ｐ
Ｖ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
公
開

31
日
　
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
宇
陀

【
2
月
】

7
・
20
・
27
日
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
大
宇
陀

政
始
・
西
谷
地
区
・
お
お
う
だ
南
部
ま
ち
協
）

【
3
月
】

13
日
　
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

19
日
　
室
生
西
・
室
生
東
小
学
校
閉
校
記
念

式
典

24
日
　
室
生
西
・
室
生
東
小
学
校
閉
校
式

【
4
月
】

６
日
　
室
生
小
学
校
開
校
式

10
日
　
春
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
ク

【
5
月
】

18
日
　
宇
陀
市
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

29
日
　
室
生
小
学
校
体
育
館
竣
工
式

【
6
月
】

５
・
12
・
19
・
26
日
　
環
境
美
化
運
動

５
日
　
近
畿
高
等
学
校
自
転
車
競
技
大
会
ロ
ー

ド
レ
ー
ス

９
日
　
宇
陀
市
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
（
今
西

物
流
株
式
会
社
様
所
有
）
出
発
式

12
日
　
宇
陀
市
地
域
連
携
防
災
訓
練

29
日
　
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
調
印
式
（
高
校
2
校
、ゴ
ル
フ
場
3
事
業
者
、

福
祉
施
設
７
事
業
所
、
医
療
施
設
1
事
業
所
）

【
7
月
】

３
日
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク（
室
生
地
区
ま
ち
協
）

9
日
　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
松

山
地
区
）
選
定
10
周
年
記
念
講
演

10
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
開
票
日
（
選

挙
権
年
齢
引
き
下
げ
後
、
初
の
選
挙
）

17
日
　
宇
陀
市
長
杯
町
お
こ
し
還
暦
野
球
大
会

23
日
　
市
立
病
院
「
病
院
ま
つ
り
」

31
日
　
室
生
へ
ま
ぁ
～
よ
り
祭

【
8
月
】

２
日
　
宇
陀
市
子
ど
も
議
会

4
日
　
は
い
ば
ら
花
火
大
会

15
日
　
第
23
回
阿
騎
野
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

16
日
　
古
市
場
納
涼
夏
ま
つ
り

21
日
　
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

23
日
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
連
絡
会

【
9
月
】

7
日
　
プ
レ
ミ
ア
ム
八
っ
ぴ
ー
商
品
券
発
行

【
10
月
】

６
日
　
公
共
交
通
に
関
す
る
地
域
連
携
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
協
定
調
印
式
（
近
畿
運
輸
支
局
）

７
日
　
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式

／
宇
陀
市
消
防
団
女
性
部
結
団
式

９
日
　
ま
ほ
ろ
ば
還
暦
野
球
全
国
大
会

22
日
　
宇
陀
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
10
周

年
記
念
人
権
の
集
い

29
～
30
日
　
う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

29
日
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
上
龍
門
ま
ち
協
）

【
11
月
】

３
日
　
宇
陀
市
美
術
展
覧
会

５
～
19
日
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
携
展
示
「
桜
井

宇
陀
ゆ
か
り
の
芸
術
家
た
ち
」

22
～
24
日
　
毛
皮
革
フ
ェ
ア 

in 

う
た
の

23
日
　
宇
陀
市
選
奨
式

【
12
月
】

1
日
　
民
生
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

６
日
　
大
和
高
原
の
魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
に

関
す
る
連
携
協
定（
県
、ロ
ー
ト
製
薬（
株
））

宇陀市議会議長
井谷憲司

時
代
の
変
化
に
対
応
し

　市
民
の
負
託
に
応
え
る
市
議
会
へ

2017 年　新春を迎え

　2017年1月号3
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武川龍太郎さん
（大宇陀下出口）

　
平
成
16
年
4
月
か
ら
12
年
間
、
下
出
口
自
治
会
長

と
し
て
地
域
自
治
の
振
興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
平
成
21
年
か
ら
は
大
宇
陀
連
合
自
治
会

役
員
ま
た
平
成
26
年
に
は
宇
陀
市
連
合
自
治
会
長
と

し
て
、
そ
の
組
織
の
運
営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
関
係
機
関
と

の
調
整
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
対

策
や
松
山
西
連
合
自
治
会
自
主
防
災
会
の
構
築
に
も

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
松
山
地
区
街
な
み
環
境
整
備
協
議
会
会

長
と
し
て
松
山
地
区
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

山本良治さん
（室生）

　
平
成
16
年
２
月
に
室
生
村
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、

以
来
９
年
に
わ
た
り
、
持
ち
前
の
行
動
力
と
優
れ
た

統
率
力
を
発
揮
し
、
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
室
生
村
議
会
で
は
、
環
境
対
策
特
別
委

員
会
委
員
長
、
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
、
宇
陀
市
議
会
に
お
い
て
も
副
議
長

を
は
じ
め
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
や
福
祉
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
る
な
ど
、
卓
越

し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
と
し
て
室
生

地
区
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

仲浦美好さん
（室生砥取）

　
平
成
７
年
か
ら
21
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
平
成
12
年
か
ら
室
生
村
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
会
長
、
ま
た
平
成
18
年
か
ら
宇
陀
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、
現
在
も
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
市
民
が
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
の
全
世
代
に
「
元
気
発
信
」
を
し
て
い

く
事
を
第
一
に
考
え
、
食
を
通
じ
た
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
栄
養
功
労
者
の
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

川本國昭さん
（榛原天満台
東 3丁目）

　
平
成
17
年
４
月
よ
り
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
間
、
延

べ
８
年
間
に
わ
た
り
天
満
台
東
３
丁
目
自
治
会
長
と
し

て
地
域
自
治
の
振
興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
地
域
活
動
の
担
い
手
が
減
少
す
る
中
、
宇
陀
市
連
合

自
治
会
副
会
長
、
東
榛
原
地
区
の
連
合
自
治
会
長
と
し

て
、
地
域
を
取
り
ま
と
め
自
治
会
の
組
織
の
運
営
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、関
係
機
関
と
の
調
整
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
親
睦
や
地
域
の
安
全
対
策
を
は
じ
め
環
境

の
整
備
、
福
祉
の
向
上
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
東
榛
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副

会
長
と
し
て
東
榛
原
地
区
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

市
政
発
展
の
た
め
の
尽
力
と
尊
い
心
に

感
謝
を
込
め
て

市
選
奨
者
・
功
労
者

　
　表
彰
式
を
挙
行

　
11
月
23
日
、市
役
所
で「
平
成
28
年
度
宇
陀
市
選
奨
式
」を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
、
市
や
行
政
の
推
進
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
特
に
顕

著
な
方
を
表
彰
し
称
え
る
も
の
で
、
今
回
は
選
奨
者
と
し
て
8
名
、
功
労
者

と
し
て
6
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
た
功
労
者
表
彰
は
、
行
政
の
振
興
お
よ
び
公
益

増
進
に
つ
い
て
功
績
が
顕
著
な
方
を
称
え
る
も
の
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
通
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
の
歩
み
や
市

の
将
来
を
考
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
よ
り
積
極
的
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選奨受章者のみなさん
❶❶

❶❷

【選奨受章者】
　❶市の自治振興または公益の増進に
　　貢献された方
　❷社会福祉の増進に貢献された方
　❸教育の振興に貢献された方
　❹体育の振興に貢献された方
　❺公共の安全に貢献された方
【功労表彰受章者】
　①自治功労に貢献された方
　②福祉功労に貢献された方
　③教育功労に貢献された方
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田中章生さん
（榛原檜牧）

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
７
年
間
、

檜
牧
甲
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振

興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
内
牧
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

副
会
長
と
し
て
地
域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

池田周二さん
（榛原萩原）

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
６
年
間
、

菟
田
川
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振

興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
宇
陀
市
観
光
協
会
榛
原

支
部
や
宇
陀
市
は
い
ば
ら
花
火
大
会
実
行
委

員
と
し
て
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
地
域

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 的場 功さん

（榛原安田）

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
６
年
間
、

安
田
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振
興

と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
在
任
中
は
、
関
係
機
関
と
の
調

整
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
を
取
り

ま
と
め
自
治
会
の
組
織
運
営
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

岩本　葊さん
（室生黒岩）

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
６
年
間
、

黒
岩
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振
興

と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
宇
陀
市
文
化
芸
術
活
動
体
験
交

流
施
設
「
ふ
る
さ
と
元
気
村
」
委
員
長
と
し

て
、
多
様
な
交
流
の
機
会
を
通
じ
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

上野慱美 さん
（大宇陀西山）

　
長
年
の
教
員
生
活
の
後
、
平
成
25
年
８
月

か
ら
宇
陀
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
会
長
と

し
て
児
童
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
奈
良
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
普
及
に
寄
与
さ

れ
幅
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

松本住子さん
（榛原福地）

　
長
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
増
進
に
貢
献

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
も
、
宇
陀
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
副
会
長
と
し
て
、
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

協
議
会
の
発
展
及
び
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

水口信正さん
（菟田野佐倉）

　
長
年
の
教
員
生
活
の
後
、
社
会
教
育
委
員
と
し

て
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
12
年
間
、
豊
富
な
識
見

を
活
か
し
、社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案・

指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
宇
陀
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と

し
て
長
き
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
の
充
実
と
生
涯

学
習
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
も
詳
し
く
市
民
と
の
繋

が
り
も
強
く
、
特
に
人
権
問
題
と
青
少
年
健
全
育

成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
指
導
者
と
し
て
地
域
住
民
か

ら
の
信
頼
も
厚
く
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

喜多俊幸さん
（室生大野）

　
長
年
の
教
員
生
活
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務

局
に
従
事
さ
れ
た
後
、
平
成
19
年
３
月
か
ら
宇
陀

市
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
21
年

３
月
か
ら
は
教
育
長
と
し
て
、
豊
富
な
識
見
を
活

か
し
、
市
の
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
25
年
３
月
に
教
育
長
を
退
任
後

も
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
教
育
水
準
の
維
持

向
上
や
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会
子
育
て
支

援
委
員
と
し
て
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
に

お
い
て
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
講
演
を
行

い
、
精
力
的
に
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

森本喜代志さん
（室生大野）

　
昭
和
54
年
に
消
防
団
に
入
団
以
来
32
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
、
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
か
ら
８
年
間
、
室
生
村
消
防
団
団

長
と
し
て
、
ま
た
平
成
20
年
１
月
か
ら
、
初
代

宇
陀
市
消
防
団
団
長
と
し
て
、
持
ち
前
の
行
動

力
と
優
れ
た
統
率
力
を
発
揮
さ
れ
、
消
防
団
員

の
士
気
の
高
揚
及
び
資
質
の
向
上
を
図
り
、
団

の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
献
身
的
に
そ
の
責

務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
に
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ

れ
て
い
ま
す
。

大畑清重さん
（大宇陀関戸）

　
昭
和
50
年
宇
陀
郡
軟
式
野
球
連
盟
結
成
時
に
理

事
長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
全
日
本
軟
式
野
球
連

盟
理
事
、
近
畿
軟
式
野
球
連
盟
理
事
長
な
ど
軟
式

野
球
発
展
の
為
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
奈
良
県
軟
式
野
球
連
盟
宇
陀
支
部
名

誉
顧
問
と
し
て
、
軟
式
野
球
の
普
及
と
後
進
の
指

導
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な

普
及
、
振
興
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
功
績

に
対
し
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。

功労表彰受章者のみなさん

❸❸

❹❺

①

①

①①

②④
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市
民
の
福
祉
向
上
と
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し

民
生
委
員
と
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
厚
生
保
護
課
（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

【
大
宇
陀
地
域
】

峯
野 

義
弘
（
岩
室
）

北
峯 

茂
樹
（
下
宮
奥
）

向
田 

敬
子
（
守
道
）

泉
尾 

賀
津
子
（
小
附
）

泉
尾 

幸
子
（
小
附
）

泉
岡 

幸
弘
（
小
附
）

岸
本 

進
（
小
附
）

熊
谷 

道
雄
（
大
熊
）

細
川 

キ
ヨ
子
（
田
原
）

【
菟
田
野
地
域
】

古
宮 

悠
良
（
松
井
）

梅
澤 

巖
（
稲
戸
）

浦
岡 

良
子
（
平
井
）

福
岡 

克
已
（
下
芳
野
）

扇
殿 

𠮷𠮷
𠮷
（
𠮷
芳
野
）

木
下 

明
美
（
見
田
）

楠
田 

清
（
大
澤
）

佐
井 

弘
二
（
宇
賀
志
）

向
井 

明
美
（
平
井
）

横
谷 

俊
彦
（
松
井
）

【
榛
原
地
域
】

西
村 

道
代
（
下
井
足
）

小
松 

儀
平
（
赤
埴
）

辻
本 

和
美（
天
満
台
西
１
）

打
越 

正
（
山
辺
三
）

竹
内 
紀
代
子
（
𠮷
井
足
）

中
山 
富
美
子（
天
満
台
東
４
）

林 

義
孝
（
天
満
台
東
１
）

深
田 

浩浩
浩（
天
満
台
西
３
）

福
住 

千
壽
子
（
母
里
）

堀
尾 

正
次（
天
満
台
西
４
）

山
﨑 

時
生
（
萩
原
）

西
峯 

清
茂
（
福
地
）

石
本 

淳
應
（
萩
原
）

貝
田 

勝
美
（
檜
牧
）

夛
田 

惠
子
（
下
井
足
）

巽 

晴
雄
（
萩
原
）

巽 

正
典
（
𠮷
井
足
）

田
中 

富
美
子
（
戒
場
）

中
谷 

逞
宏
（
萩
原
）

萩
野 

眞
貴
子
（
萩
原
）

堀
越 

俊
宏
（
篠
楽
）

松
本 

堅
一
（
萩
原
）

【
室
生
地
域
】

北
森 

玲
子
（
三
本
松
）

奥
井 

照
子
（
大
野
）

的
場 

靖
彦
（
向
渕
）

的
場 

尤
子
（
黒
岩
）

井
戸
𠮷 

敏
子
（
向
渕
）

白
井 

喜
志
子
（
下
笠
間
）

馬
出 

清
子
（
西
谷
）

窪
田 

ひ
ろ
子
（
大
野
）

仲
西 

宏
子
（
西
谷
）

平
野 

悦
子
（
田
口
元
角
川
）

廣
澤 

正
子
（
下
田
口
）

山
口 

友
美
子
（
室
生
）

久
保 

憲
一
（
小
原
）

西
山 

三
代
（
𠮷
笠
間
）

福
田 

悦
子
（
小
原
）

洞
出 

壽
滿
子
（
三
本
松
）

山
森 

春
代
（
多
田
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
12
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
96
名
の
方
々

が
委
嘱
を
受
け
、
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、
各
地
域
で

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
、
こ
の
方
々
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
29

年
に
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
歴
史
あ
る
制
度
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
常
に
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
方
々

で
あ
り
、「
児
童
委
員
」
を
か

ね
て
い
ま
す
。

　
児
童
委
員
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や

妊
娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相

談
・
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
児
童
委
員
は
児

童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に

担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

の
指
名
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、「
民
生
委

員
法
」、「
児
童
福
祉
法
」
に

基
づ
き
様
々
な
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
給
与
・
報
酬
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
活
動
に
要
す
る
交
通

費
や
通
信
費
な
ど
に
充
て
る
も

の
と
し
て
活
動
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
各
地
域
で
の
日
常
的
な
活
動

の
ほ
か
、
各
地
区
民
生
児
童
委

員
協
議
会
の
定
例
会
な
ど
へ
の

出
席
、
ま
た
様
々
な
行
事
へ
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　
一
言
で
言
う
と
「
援
助
を
必
要

と
す
る
人
が
、
そ
の
能
力
に
応

じ
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
、
必
要
な
支
援
や
援
助
を
す

る
」
こ
と
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

み
な
さ
ん
の
立
場
で
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
た
り
、
心
配
ご
と

を
解
決
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
役
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
調
整
役
に
努
め
ま
す
。

　
活
動
に
は
守
秘
義
務
が
課
さ
れ

て
お
り
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
58
名
の
み
な
さ

ん
の
長
年
の
ご
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
今
後
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



新
年
の
あ
い
さ
つ

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

広報 うだ　2017年1月号7

担当地域 氏名 住所 電話番号

 大宇陀地域
万六、出新、拾生、拾
生内の一部 辻�由加里 万六 83-0834

上新、中新、拾生内の
一部、拾生（川原町） 畠中�千津子 上新 83-0161

上、上中、上本、春日、
岩室（五十軒） 澤井�美和子 上本 83-0360

上茶、下茶、下本、下中、
下出口、小出口 武川�怜子 下出口 83-0323

迫間、西山（内垣内・
下垣内）、黒木、岩室（内
垣内）

鳥場　收 岩室 090-3921-0463

本郷、中庄 寳田�美佐子 中庄 83-3169
西山（川向） 瀧川�久治 西山 83-2600
宮奥上、宮奥中、下宮奥、
関戸、大東 水野�恒夫 大東 83-3225

岩室（北谷）、下竹 西本�恵一 岩室 83-1700
小附（二区）2分の 1 西本�隆次 小附 83-3655
小附（二区）2分の 1 竹田�ケイ子 小附 83-1022
小附（三区）2分の 1、
芝生の一部 峯野�富和 芝生 83-2898

小附（三区）2分の 1、
小附（一区）梅の木 佐々岡�儀一 小附 83-1272

改良住宅団地・分譲住宅 中尾　讓 内原 090-5096-3508
改良住宅団地・小附（一
区）、中河原 岸本�克也 小附 090-1671-0875

小附（一区）、嬉河原、芝
生、半阪、馬取柿、麻生田、
内原、口今井

松井�政子 口今井 83-2277

野依、平尾、五津 井藤�澄子 平尾 83-0696
岩清水、調子、塚脇、
藤井、才ケ辻 網田�忠治 才ヶ辻 83-1587

守道 巽　周二 守道 83-1778
山口、白鳥居、上品、
下品、和田、小和田 堀田�棟光 下品 83-2535

牧、栗野 紙谷�尚永 栗野 83-2481
田原、上片岡 増谷　実 上片岡 83-3410
下片岡、東平尾、大熊 井手�忠道 下片岡 83-2796
大宇陀地域主任児童委員 柳本�巻子 岩清水 83-1774
大宇陀地域主任児童委員 中出　成 西山 83-0608

 菟田野地域
古市場 萬谷�英二 古市場 84-2107
古市場 三﨑�英子 古市場 84-3232
岩﨑 徳田�近郎 岩﨑 84-3323
岩﨑 冨士本�友市 岩﨑 84-3795
別所、見田 髙野�精介 見田 84-2063
平井 井上�一男 平井 84-2078
大澤、大神 元屋�好生 大神 84-2780
松井 上野�綾子 松井 84-3213
松井 岡本�美智子 松井 84-3292
稲戸、駒帰 長野�和子 駒帰 84-2316
佐倉 小笹�富士子 佐倉 84-2295
宇賀志 𠮷𠮷田 貞子 宇賀志 84-3957
東郷、入谷 森畑�眞司 東郷 84-3357
下芳野 下田�和郎 下芳野 84-2746
上芳野、岩端 峯山�多喜次 岩端 84-2685
菟田野地域主任児童委員 菊山�裕子 古市場 84-2456
菟田野地域主任児童委員 森本�和加子 稲戸 84-3852

 榛原地域
山辺三 藤田�静秀 山辺三 82-3548
戒場、額井、赤瀬 藤本�ヒロミ 赤瀬 82-3654
長峯、五月ヶ丘 吉川�健一 長峯 82-3553
福地 村井�道弘 福地 82-0893
天満台西 1丁目、2丁目 岡本�征二 天満台西 2 82-4521
天満台西 3丁目 山本�信孝 天満台西 3 82-3367
天満台西 4丁目 山岡�勝良 天満台西 4 82-4676
天満台東 1丁目、2丁目 山崎�惠美子 天満台東 1 82-3961
天満台東 3丁目、4丁目 多賀�初子 天満台東 3 82-5543
ひのき坂 1丁目、2丁目 福井�シズ子 ひのき坂 2 82-6894
ひのき坂 3丁目 岡村�道誠 ひのき坂 3 82-7303
小鹿野、小鹿台、玉立 堀田�米造 萩原 82-0874
角柄、柳、西峠、鳥見
町、榛原プリンスハイ
ツ、とりみ坂

樋口�保行 柳 82-0756

あかね台 1丁目、2丁目 藤田�邦雄 あかね台 2 82-4843
榛見が丘 1丁目、2丁目 奥中�孝次 榛見が丘 1 85-1017
墨坂、新吉田、福田、上町 中村�久夫 萩原 82-0181
稲荷、東町、新町、桜
ケ丘、口田辺 瀧岡　功 萩原 82-0592

宮本 中西�寛一 萩原 82-6839
駅前、新駅前、高萩台、
グリーンスクエア榛原 上田�太一郎 高萩台 82-3030

菟田川、富士見ケ丘 森岡�靖典 萩原 82-1923
篠楽、白樺台、雨師 河辻�弘宣 篠楽 82-5709
安田、笠間 的場　功 安田 82-1144
下井足（北）、萩の原 栗野　肇 下井足 82-1060
下井足（南）、萩乃里 夛田�良一 下井足 82-1804
足立、上井足 山岡�通浩 上井足 82-3085
池上、福西、高塚、栗谷 西岡�博文 栗谷 82-1950
石田、比布、母里 藤原　恵 石田 82-1973
山路、大貝、澤、三宮寺 太田�幸千代 澤 82-6496
内牧 木戸�英司 内牧 82-1873
八滝、赤埴甲、赤埴乙、
諸木野 松本　潔 八滝 82-1614

高井、自明 稲森�啓子 高井 82-1101
檜牧甲、檜牧乙 田中�伸和 檜牧 82-0616
榛原地域主任児童委員 三本木�和美 萩原 82-1917
榛原地域主任児童委員 西田�外美江 萩原 82-4553

 室生地域
下笠間 奥中�万夕美 下笠間 92-3758
上笠間 西山�佐智子 上笠間 92-2340
小原、深野 南　嗣郎 深野 92-3643

染田、多田 小　�弘子 染田 0743-
82-1645

無山（西、東） 森井�信子 無山 0743-
82-0485

向渕 福井�紀夫 向渕 92-2790
大野（西垣内、緑川） 奥　�恵美子 大野 92-2665
大野（上出） 葊川�知子 大野 92-2701
大野（下出） 前川�純一 大野 92-2659
大野（中山台） 吉田�和子 大野 92-2671
三本松（古大野、元三、琴引） 倉　�ひさみ 三本松 92-2813
三本松（中村、長瀬） 南　とし江 三本松 92-2912
砥取、滝谷、蕨 前川�映子 砥取 92-2871
西谷、龍口 抜井�美幸 龍口 92-2177
室生 菅間�正則 室生 93-2401
下田口、原山 大林�重孝 下田口 93-2161
胎中、角川 堀本�勝美 下田口 93-2235
黒岩、上田口、弁財天 加藤�千惠子 田口元上田口 93-2458
室生地域主任児童委員 和佐野�常子 三本松 92-2510
室生地域主任児童委員 山本�篤子 滝谷 92-2992

宇陀市の民生委員・児童委員一覧
　　（Ｈ 28.12.1 ～Ｈ 31.11.30）　敬称略
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奈
良
県
×
宇
陀
市
×
ロ
ー
ト
製
薬
（
株
）      

【
施
設
の
名
称
お
よ
び
位
置
】

名
称
：
宇
陀
市
松
山
地
区
ま
ち
な
み

　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　「
石
景
庵
」

位
置
：
大
宇
陀
上
１
９
９
４
番
地

概
要
：
木
造
２
階
建
　
町
家
風
建
物

　
1
階
　
休
憩
室
・
厨
房
施
設

　
　
　
　
事
務
室
・
ト
イ
レ
・
中
庭

　
２
階
　
展
示
室

【
指
定
期
間
】
5
月
１
日
（
月
）
～
平

成
32
年
３
月
31
日
（
火
）

【
申
込
資
格
】

①
奈
良
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
法

人
・
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
こ
と
、　
　
　

ま
た
は
、
団
体
の
所
有
す
る
定
款

な
ど
の
代
表
住
所
地
、
代
表
者
の

住
所
地
も
奈
良
県
で
宇
陀
市
に
お

い
て
新
た
に
事
業
を
営
む
具
体
的

な
計
画
を
有
し
て
い
る
団
体
で
あ

る
こ
と

②
団
体
ま
た
は
そ
の
代
表
者
が
次
の

事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

・
法
律
行
為
を
行
う
能
力
を
有
し
な

い
者

・
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

・
本
市
に
お
け
る
一
般
競
争
入
札
等

の
参
加
を
制
限
さ
れ
て
い
る
者

・
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て

い
る
者
　
　
　
な
ど

【
指
定
管
理
料
】
当
該
施
設
の
管
理

に
要
す
る
光
熱
水
費
な
ど
の
相
当

額
は
、
指
定
管
理
料
に
含
ま
れ
、

指
定
管
理
者
が
支
払
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
1
月
5
日
（
木
）
～
27

日
（
金
）
の
開
庁
時
間
中
に
問
へ

※
提
出
書
類
、
詳
細
内
容
は
文
化
財

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
。

【
選
定
方
法
】

　
応
募
資
格
や
提
案
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

の
結
果
を
総
合
的
に
審
査
し
、
指
定

管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
し
ま
す
。
　

松
山
地
区
ま
ち
な
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　  

指
定
管
理
者
を
募
集

問
文
化
財
課
（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

　
松
山
地
区
ま
ち
な
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
石
景
庵
」
は
、
地
域
の

人
々
と
来
訪
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
目
的
で
整
備
さ
れ
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
あ
る
休
憩
施
設
で
す
。
こ
の
度
、
今
春
の
期
間

満
了
に
伴
い
、
次
期
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

▲石景庵

大
和
高
原
の
魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
で
連
携

石
景
庵

　
こ
の
協
定
の
目
的
は
、
魅

力
あ
る
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
育
成
、支
援
す
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、来
年
度
に
か
け
て
、

同
３
者
に
よ
る
協
議
会
を
設

置
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
活
用
に
よ
り
、
起
業

家
を
全
国
か
ら
公
募
・
採
用
・

育
成
し
、
起
業
に
向
け
た
支

援
を
行
う
予
定
で
す
。

相
互
の
役
割
を
分
担

「
健
康
の
た
め
に
奉
仕
す
る

会
社
」
を
掲
げ
る
ロ
ー
ト
製

薬
は
、
榛
原
が
創
業
者
の
出

身
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
を
は
じ
め
多
く
の
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
た
宇
陀
市

を
ス
テ
ー
ジ
に
、
食
と
健
康

に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
と

す
る
、
様
々
な
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
起
業
家

を
育
成
・
支
援
。

　
県
と
市
は
施
設
や
活
用
資

源
の
提
供
、
ま
た
制
度
融
資

の
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
胸
に

　
記
者
会
見
で
、
奈
良
県
知

事
は
「
起
業
を
目
指
す
連

携
協
定
は
初
の
試
み
。
共

に
地
域
が
活
性
化
す
る
夢
を

見
た
い
」。
市
長
は
「
起
業

は
熱
い
情
熱
が
あ
っ
て
で
き

る
も
の
。
前
途
は
険
し
い

が
、
我
々
も
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
多
く
の
参
加
者

を
集
め
た
い
。
宇
陀
市
の

価
値
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
共
に
生
か
し
た
い
」。

ロ
ー
ト
製
薬
の
山
田
邦
雄

会
長
は
「『
健
康
』
を
語
る

う
え
で
『
食
』
は
特
に
重

要
。
生
産
者
、
消
費
者
の
相

互
で
『
い
い
食
材
』
を
目
指

し
、
食
と
農
業
の
先
進
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
将
来
的

に
評
価
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
」と
共
に
述
べ
ま
し
た
。

　
農
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
地
域

づ
く
り
の
新
し
い
モ
デ
ル
事

業
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
6
日
、
県
庁
で
奈
良
県
・
宇
陀
市
・
ロ
ー
ト

製
薬
の
3
者
に
よ
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
食
や
農
の
分
野
を
中
心
と
す
る

地
域
資
源
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
起
業
家
の
誘
致
、
育
成
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）



新
年
の
あ
い
さ
つ

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン
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こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
！

 
宇
陀
市
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
！

　
2
年
連
続
の
入
賞
と
な
っ
た
の
は
、

9
月
号
「
特
集
：
宇
陀
を
世
界
に
発

信
中
」。

　
審
査
員
か
ら
は
「
表
紙
の
写
真
は

う
ま
い
。
特
集
の
象
徴
と
し
て
も
良

い
。
特
集
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
、
取
材
の
努
力
に
拍
手
」「
紙
面

全
体
を
通
じ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

記
事
を
載
せ
て
い
る
努
力
を
か
う
」

な
ど
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
広
報
う
だ
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
広
報
紙
、

読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

広 
報
う
だ
9
月
号　

近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
優
良
賞
受
賞
!!

学 

校
給
食
セ
ン
タ
ー　

全
国
学
校
給
食
甲
子
園

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
21
世
紀
構
想
研
究
会 

特
別
賞
受
賞
‼

　
食
育
を
啓
発
し
な
が
ら
地
産
地
消
を
奨
励
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
本
大
会
。

　
市
は
、
3
年
ぶ
り
2
回
目
の
決
勝
進
出
。
地
元
食
材

17
品
目
を
使
用
し
た
6
品
目
で
挑
み
ま
し
た
。

　「
宇
陀
市
の
給
食
は
美
味
し
い
よ
」
と
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
に
胸
を
張
っ
て
自
慢
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
お
昼
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
給
食
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲黒豆入り奈良茶飯、牛乳、三輪そうめんを使った大和肉鶏の蓑揚げ、 
大和まなと柿の白あえ、里芋入りかき玉汁、 みかん
▲当日はこの献立を、学校給食の厳しい衛生基準のもと、制限時間１
時間の中で６人分を調理し、片付けまで行います。味だけでなく調理
などの手際や正確さも審査され、各々の評価点数で競われます。 
　詳しくは、ホームページにも掲載します！ご覧ください（^^）

　　問プレミアム八っぴー商品券事業事務局　　
　　　（宇陀商工会館内）（☎ 82・2211）

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？
　

　
こ
の
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
し

た
い
、「
ふ
る
さ
と
」へ
貢
献
し
た
い
と
い
っ

た
納
税
者
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
納

税
者
が
「
ふ
る
さ
と
」
と
思
わ
れ
る
地
方

公
共
団
体
に
寄
附
を
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

一
定
限
度
ま
で
を
所
得
税
と
合
わ
せ
個
人

住
民
税
か
ら
軽
減
す
る
寄
附
金
税
制
の
こ

と
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
友
達
や
親
せ
き
の
方
な
ど
、
市
外

の
方
々
へ
広
く
「
宇
陀
市
」
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
募
っ
て
い
ま
す

 

宇
陀
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
　
　
　
　を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

問
総
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

宇陀市ふるさと応援団

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
寄
附
金
な
の
で
税
金
の
控
除
対
象
と
な
り
、
寄

附
金
額
の
ほ
と
ん
ど
が
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

で
手
元
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
２
千
円
以
上
の
寄

附
。
た
だ
し
、
控
除
対
象
額
は
、
所
得
や
家
族
構

成
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
お
礼
と
し

て
、
市
の
特
産
品
な
ど
を
贈
呈
す
る
特
典
を
拡
充

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八っぴー商品券には有効期限
� があります！

「プレミアム八っぴー商品券」の使用期間は
　　　　　　　　　　　１月31日（火）まで
必ず期間内にご利用ください。有効期限を過ぎるとご利
用いただけません。

ご注意く
ださい！

宇陀市　給食甲子園
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健
全
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て

私
た
ち
の
ま
ち
の
施
設
を
見
直
し
ま
す

　
宇
陀
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
や
年
齢
構
成
の
変
化
に
伴
い
、

施
設
の
使
わ
れ
方
も
徐
々
に
変
化
し
て
い
ま

す
。

　
施
設
の
多
く
は
昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
の
社
会

情
勢
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
と
っ
て
は
目
新
し

か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
今
の
暮
ら
し
に
は
合
わ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
10
年
先
、
20

年
先
を
考
え
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
使
い
続
け
る

こ
と
は
難
し
く
、
多
様
な
使
い
方
が
で
き
る
よ

う
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
の
施
設
に
つ
い
て
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
建
て
ら
れ
、
今
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

採
算
性
が
厳
し
い
施
設
運
営

　
例
え
ば
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、
流

行
や
種
目
の
変
化
に
よ
っ
て
使
用
す
る
場
所

や
人
数
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
都
度
使
い
や
す

く
な
る
よ
う
に
設
備
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
含
め
、
改
修

等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
で
多
く
の
施
設
の

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
施
設
管
理
を
根

本
的
に
見
直
す
た
め
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
詳
し
い

内
容
は
、
2
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
示

し
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
予

定
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
行
政
改
革
推
進
室
（
総
務
課
内
）

　
　
　（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

新
た
な
宇
陀
市
の
都
市
計
画
を

　
市
で
は
、
都
市
づ
く
り
の
長
期
的
・
総
合
的

な
指
針
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
「
宇
陀
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
各
地
域
に
み
な
さ
ん
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
地
域
の
問

題
点
や
課
題
、
ま
た
、
地
域
の
誇
り
に
思
え
る

『
１
部
』
で
は
、
ス
マ
ホ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
・
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
の
解
説
、

『
2
部
』
で
は
、
ス
マ
ホ
の
安
心
・
安
全
な
使

い
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
講
師
よ
り
具

体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
2
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

3
時
40
分

【
場
所
】
文
化
会
館
（
大
宇
陀
拾
生
）

【
対
象
】
保
護
者
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
ご
利

用
ま
た
は
ご
利
用
予
定
の
お
子
さ
ん

【
内
容
】

　
■
1
部
　
県
政
出
前
ト
ー
ク

　「
ス
マ
ホ
に
潜
む
危
険
性
に
つ
い
て
」

　
■
2
部
　
e
―
ネ
ッ
ト
安
心
講
座

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
安
全
な
使
い
方
」

【
そ
の
他
】

　
○
託
児
あ
り
（
無
料
・
要
事
前
予
約
）

【
申
し
込
み
】
2
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
問
へ

問
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
内
（
☎
82
・
３
９
７
5
／
IP
☎
88
・
９
３
６
４
）

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

鍵
で
す
！

持
続
可
能
な
行
財
政

青
少
年
の
健
全
育
成

も
の
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
本
プ
ラ
ン
の
素
案
を
と
り
ま
と
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
み
な
さ
ん
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
今
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

ス
マ
ホ
安
心
安
全
講
演
会

　
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
は
明
日
の
ま
ち

を
担
う
青
少
年
の
育
成
と
環
境
づ
く
り
を
目
的

に
、
地
域
の
代
表
や
保
護
者
、
学
校
関
係
、
行

政
機
関
な
ど
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
に

潜
む
危
険
性
を
お
伝
え
し
、
そ
の
予
防
策
と
し

て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ル
ー

ル
を
決
め
る
な
ど
、
安
全
な
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ

イ
の
使
い
方
を
保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
お
子

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
学
習
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
・
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
社
会
全

体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

政治家は選挙区内の人々に祝金や 祝品、
あいさつ状を出すことは禁止されています

問選挙管理委員会事務局（総務課内）
（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

便利なスマホ！

ルールづくりが

大切です！
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高
校
時
代
、「
人
に
負
け
な
い
一

芸
を
追
求
し
た
い
」
と
い
う

思
い
で
、
大
学
は
書
道
科
へ
進
む

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
当
初
は
「
日

展
」
が
最
大
の
目
標
で
し
た
。
し

か
し
、
日
展
に
入
選
す
る
度
に
、

新
た
な
山
や
次
々
と
未
知
な
も
の

が
現
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
お
か
げ
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
ゴ
ー
ル
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
実
は
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
衝
撃
で

し
た
が
、
そ
れ
が
追
及
す
る
こ
と

の
「
厳
し
さ
」
で
あ
り
、「
道
」
な

の
か
な
ぁ
、
と
最
近
よ
う
や
く
分

か
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
自
分
に

と
っ
て
「
書
」
は
先
の
見
え
な
い

生
涯
通
し
て
進
む
べ
き
道
で
す
ね
。

今
、
文
化
協
会
で
は
文
化
を
通

し
た
人
の
交
流
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
上
下
関
係
な
く
お
互

い
で
教
え
学
び
合
う
場
を
作
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
場
で
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
個
々

に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す
し
、

仲
間
と
交
流
し
、
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
11
月
に
は
、
多
く
の
仲
間
と
共

に
17
部
門
３
０
０
点
を
超
え
る
文

化
展
示
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
宇
陀
市
輝
く

未
来
」。
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作

品
が
仲
良
く
並
ぶ
、
他
に
類
を
見

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
私
の
夢
で
も
あ
り
、
ご
協
力
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
文
化
協
会
役
員

お
よ
び
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
方
に
は
こ
う

い
っ
た
機
会
を
通
し
て
、
い
ろ
ん

な
作
品
に
触
れ
て
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

人
の
和
、
仲
間
の
輪
が
宝
で
す
。

創
作
を
通
し
、
市
が
み
ん
な

の
生
き
が
い
の
場
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
、
高
原
の
文
化
都
市 

宇
陀

市
の
文
化
活
動
を
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

初
道

　―
し
ょ
ど
う
―

 

　い
つ
ま
で
も″
初
心
〟
で″
道
〟
を
歩
み
た
い

　
　
宇
陀
市
文
化
協
会
会
長
　
書
道
家

　
　
　
　
　
　
　
池
田
幸
子
さ
ん
　（
榛
原
あ
か
ね
台
）

今回５回目の入選となった
日展入選作品　巻子「花さ
そふ」の一部。４ｍもの大作。

み
な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
！

　宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
事
業
を
募
集
!!

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

【交付申請書の受付】
1月4日（水）～2月28日（火）

【書類審査】3 月上旬

【公開プレゼンテーション】
3 月 25日（土）〈予定〉

【補助金交付決定通知】
最終審査終了後、書面にて通知

【事業の実施】
4 月～平成 30年３月

【実施報告書の提出】
事業が終了次第

【補助金の交付】

◇補助金交付までの流れ◇

▼

▼

▼

▼

▼

▼

ホームページでは、これまでの報告書を公開

宇陀市�まちづくり応援

　
市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

１
月
4
日
（
水
）
～
２
月
28
日
（
火
）

【
対
象
】
次
の
要
件
に
該
当
す
る
団
体

○
市
内
で
主
に
活
動
し
、
３
人
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
う
ち

半
数
以
上
が
市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
）

○
定
款
、
規
約
、
会
則
等
に
基
づ
い

て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

○
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

【
対
象
事
業
】
市
内
に
お
い
て
実
施

す
る
新
規
ま
た
既
存
事
業
拡
充
と

な
る
事
業
な
ど

○
産
業
・
も
の
づ
く
り
の
振
興

○
観
光
振
興
　

○
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
推
進
　

○
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
生

涯
学
習
の
振
興
　

○
景
観
美
化
、
環
境
保
全
、
地
域
の

安
全
推
進
　

○
そ
の
他
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
事
業

【
事
業
期
間
】

　
原
則
単
年
度
の
事
業
と
し
ま
す
。

※ 

複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
年

限
度
で
対
象
に
な
る
場
合
あ
り
。

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　
補
助
対
象
経
費
か
ら
事
業
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
収
入
を
差
し
引
い
た
額

と
し
、
50
万
円
が
上
限
。

※ 

複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年

目
は
40
万
円
、
３
年
目
は
30
万
円

が
上
限
。

【
募
集
要
領
な
ど
】

　
詳
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
、

各
地
域
事
務
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

【
審
査
の
基
準
】
○
新
規
性 

○
公
益
性

○
必
要
性
　
○
実
現
性
　
○
発
展
性

【
事
業
の
公
表
】
事
業
団
体
名
・
代
表

者
・
事
業
内
容
は
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

※�

本
事
業
は
、
平
成
29
年
度
予
算
成

立
後
、
速
や
か
に
事
業
が
開
始
で

き
る
よ
う
事
前
に
募
集
手
続
き
を

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
算
に

伴
い
、
内
容
変
更
が
あ
り
得
る
こ

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　産業企画課  ☎82・5874 ／ IP☎88・9075
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➊
地
域
み
ん
な
で
、
わ
が
ま
ち

を
じ
ま
ん
！

～
大
王
地
区
ま
ち
協
～

　
11
月
20
日
、
ミ
ニ
文
化
祭
「
わ
が
地
域
じ

ま
ん
祭
」
を
農
林
会
館
で
実
施
し
、
老
若
男

女
合
わ
せ
て
約
６
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
今
回
で
第
２
回
。
地
域
に

暮
ら
す
人
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
「
見
る
・

聞
く
・
知
る
・
作
る
・
買
う
・
食
べ
る
・
ふ

れ
合
う
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
も
本
ま
ち
協
の
５
部
会
が
担
当
し
、
年

齢
に
関
係
な
く
喜
ん
で
も
ら
え
る
内
容
に
し

ま
し
た
。

　
地
元
新
鮮
野
菜
の
即
売
、
ア
マ
ゴ
の
塩
焼

き
、米
ぬ
か
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
飲
食
物
販
売
。

親
子
で
楽
し
む
ド
ー
ナ
ツ
作
り
体
験
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
大
道
芸
も
交
え
、
来
場
者
は
出

来
た
て
の
食
べ
物
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
た

り
、
地
元
の
野
菜
を
買
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
も
、
無
料
で
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
の
ゲ
ー
ム
も
あ

り
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲�地場産野菜も地
域のじまん！

▶作品展ではみん　
　なの作品を紹介

➋
三
本
松
歴
史
散
策
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
！

～
三
本
松
ま
ち
協
～

　
11
月
26
日
、
三
本
松
の
名
所
旧
跡
を
巡
る

「
歴
史
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

▲�豪華ランチで会
話が弾む！

▲�バームクーヘン
は共同作業で♥

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　（
　   

）
を
開
催
し
ま
し
た
！

共
催

　
宇
陀
市

▲新米で紅白の　
　お餅つき！
▶和気あいあいの
　共同作業で♥

♥

♥56
％
の
カ
ッ
プ
ル
成
立
率
！

~

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
だ
夢
創
の
里
～

　
10
月
８
日
、
う
だ
夢
創
の
里
（
室
生
大

野
）
で
開
催
。
３
連
休
の
初
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
参
加
者
を
集
め
る
の
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
男
女
９
組
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
自
己
紹
介
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と
ラ
ン
チ

を
楽
し
み
、
石
臼
で
つ
く
餅
つ
き
な
ど
を

体
験
し
な
が
ら
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
日
は
な
ん
と
!!
市
内
の
男
性

３
名
と
女
性
２
名
を
含
む
５
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
！

　
こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
お
つ
き

あ
い
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

元
気
村
も
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
！

　~

主
催
：
ふ
る
さ
と
元
気
村
～

　
10
月
22
日
、
ふ
る
さ
と
元
気
村
（
室
生

下
田
口
）
で
開
催
。
元
気
村
で
活
動
し
て

い
る
「
た
ぐ
ち
き
っ
ち
ん
」
の
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
内

容
が
当
た
っ
た
の
か
！？
予
想
以
上
の
参
加

希
望
者
が
あ
り
、
市
内
か
ら
の
参
加
20
名

を
含
む
男
女
18
組
で
行
い
ま
し
た
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
に
も
こ
だ
わ
り
、

特
に
炭
火
で
焼
く
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り

は
大
好
評
。
こ
の
日
は
４
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
！
良
い
お
つ
き
あ
い
を
続
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
25
名
の
方
が
元
気
村
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
再
訪
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
ス
タ
ッ
フ

一
同
願
っ
て
い
ま
す
。
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～
ミ
カ
ン
～

　
ミ
カ
ン
は
よ
く
知
ら
れ
た
果
実
で
す
が
、
ミ
カ
ン

と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
夜
泣
き
、
引
き
つ
け
、
疳

の
虫
の
三
つ
の
疳
を
治
す
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
は
、
食
べ
れ
ば
体
調
不

良
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
果
実
な
の
で
す
。

　
ミ
カ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
に
は
、

血
圧
上
昇
を
抑
え
、
毛
細
血
管
の
老
化
防
止
、
血
中

の
中
性
脂
肪
を
分
解
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
食
物

繊
維
や
ペ
ク
チ
ン
に
は
、
便
秘
解
消
、
整
腸
作
用
、

肥
満
防
止
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

代
謝
を
更
新
し
て
疲
労
回
復
効
果
が
あ
る
ク
エ
ン
酸
、

美
肌
や
風
邪
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
C
、

発
が
ん
の
抑
制
や
神
経
細
胞
の
伸
長
を
早
め
る
β
ク

リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
ミ
カ
ン
の
栽
培
が
盛
ん
な
地
方
は
、
脳
血

管
疾
患
の
死
亡
率
が
低
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
カ
ン
の
皮
に
多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
リ

モ
ネ
ン
（
ミ
カ
ン
の
皮
を
む
い
て
い
る
と
き
に
飛
び

散
る
精
油
の
主
成
分
）
に
は
、
抗
腫
瘍
作
用
や
消
化

促
進
作
用
も
あ
る
の
で
、
皮
が
漢
方
薬
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
た
ミ
カ
ン
の
皮
を
煎
じ
、

胃
酸
過
多
、
胃
炎
、
胃
カ
タ
ル
、
消
化
不
良
、
食
欲

不
振
や
咳
止
め
な
ど
に
服
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
煎
液

を
風
呂
に
入
れ
て
入
浴
す
れ
ば
、
温
浴
効
果
を
高
め

て
血
行
を
促
進
し
、
肩
こ
り
、
腰
痛
の
改
善
に
も
有

効
で
す
。

�▲血圧上昇抑止などに効果

※当市で「薬草活用講演会」をしていただいた
　村上光太郎先生の連載より一部抜粋

　
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
身
近
に
あ
る
多
く

の
歴
史
・
文
化
・
地
名
由
来
な
ど
を
次
世
代

に
伝
承
し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え
、
平
成

27
年
度
に
は
、「
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動

応
援
補
助
金
交
付
事
業
」
に
よ
り
、「
三
本

松
地
域
活
性
化
　
町
並
み
歴
史
散
策
マ
ッ

プ
」
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
域
住
民
ら
１
２
０
名
が
参
加

し
、
旧
室
生
東
小
学
校
を
起
点
に
約
12
キ
ロ

を
歩
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
に
恵
ま
れ
、
三
本
松
の
ほ
ぼ
全
地
域
を

巡
り
、
紅
葉
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
各
名
所
旧
跡
で
は
、
地
元
の
方
の
観
光
ガ

イ
ド
や
お
茶
な
ど
の
お
も
て
な
し
も
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
「
近
く
に
あ
る
の
に
、
意
外

と
知
ら
な
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」

「
地
名
の
由
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
北
条

市
内
在
住
）
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
！
　

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
一

日
で
し
た
。
こ
の
婚
活
が
き
っ
か
け
で
結

婚
に
つ
な
が
り
、
宇
陀
市
に
暮
ら
し
て
頂

け
る
方
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

時
頼
や
源
義
経
な
ど
の
伝
説
が
興
味
深
か
っ

た
で
す
」と
、散
策
し
た
コ
ー
ス
を
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
「
町
並
み
散
策
マ
ッ
プ
」
を
片
手
に
、

三
本
松
地
域
を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲�スタッフの危惧もなん
のその。みなさん各々
楽しんでくれました！

▶突然の降雨で、相合傘　
　のサプライズ演出も♥

▲�青葉の滝

▶地域のシンボル。　
　三代目「三本松」

問三本松まちづくり協議会
　（会長　勝田）☎ 92・2901

♥ま
ち
協
メ
ン
バ
ー
の
団
結
力

も
高
ま
り
ま
し
た
！

~

主
催
：
内
牧
地
域
ま
ち
協
～

　
11
月
20
日
、
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公

園
（
榛
原
檜
牧
）
で
開
催
。
31
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
協
で
は
、
夏
前
か
ら
20
名
の
メ
ン

バ
ー
で
婚
活
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
企
画
。
内
牧
の
良

さ
も
存
分
に
紹
介
す
る
こ
と
も
目
標
に
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
自
己
紹
介
の
後
、
Ｂ

Ｂ
Ｑ
会
場
で
、
高
級
宇
陀
牛
肉
を
景
品
に

し
た
炭
お
こ
し
ゲ
ー
ム
で
は
大
盛
り
上
が

り
。
地
元
食
材
を
中
心
と
し
た
宇
陀
の
味

も
堪
能
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
ス
タ
ッ
フ
も
初
め
て
で
、
ど
う

な
る
か
ド
キ
ド
キ
！
　
で
も
、
み
な
さ
ん

の
熱
意
が
通
じ
た
の
か
、
5
組
（
3
名
が
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秋の叙勲おめでとうございます

あしたのなら表彰 11 月 13日

　特定の分野や年齢、経験年数にとらわれず、奈良の
PR や魅力向上に大いに寄与する活動や、県民に元気や
感動を与える活動を行っている功績に対し、深野○○
（まるまる）会（室生深野）が、奈良県知事から「あし
たのなら表彰」を受賞されました。
　同会は、昭和 62年に設立され、集落存続への危機感
から、地域環境美化、伝統行事の継承、都市住民の受入
れ、ササユリの保護等に地域一体となって取り組み、空
き家ゼロの村を実現。
団体の活動が、「にほ
んの里 100 選」「プ
ロジェクト未来遺産」
認定につながり、地
域の価値を創出され
ています。

瑞宝単光章
（消防功労）

楠田　稔さん
（元大阪市消防司令）

瑞宝単光章
（消防功労）

國分　博さん
（元奈良県中吉野広域
消防組合消防司令）

　楠田さん ( 菟田野大澤 ) は、昭
和 41 年から平成 19 年までの長
きにわたり大阪市消防局に勤務さ
れました。
　主に、予防係として新しい施設
の使用開始に伴う検査・審査等の
職務に従事されました。また、大
阪万博での業務にも携わられまし
た。検査・審査業務のなかで、市
民の安全のために、信念を曲げる
ことのないよう努められました。

　國分さん（室生三本松）は、昭
和 48 年から平成 22 年までの長
きにわたり中吉野広域消防組合消
防署に勤務されました。
　主に、火災・救助など実際の現
場業務である、警防の仕事に従事
されました。日々、体力の維持に
努められ、足場の悪い中を一晩か
けて救助されたこともある過酷な
業務の山岳救助において、現場で
の判断や指揮を執られていまし
た。

藍綬褒章
（調停委員功績）

楠田　多幸子さん
（調停委員）

　楠田さん（大宇陀上本）は、平
成 10年から今日まで調停委員と
して勤められています。
　裁判に関わる者として、時々に
よって社会状況が変動する中、常
に公平な立場で、相談役に徹する
のがご自身の信念。
　個々の責任観念や規範意識が弱
くなってきたと思う昨今、主婦の
立場から少しでも社会貢献できれ
ばと、日々の勉強に努められてい
ます。

瑞宝小綬章
（検察官功労）

松井　利文さん
（元奈良区警察庁副検事）

瑞宝単光章
（警察功労）

三明　博夫さん
（元大阪府警部補）

　松井さん ( 大宇陀五津 ) は、昭
和 46 年から平成 20 年までの長
きにわたり奈良地方検察庁等に勤
務されました。
　検察官として、主に刑事事件の
捜査および公判に従事され、真相
解明のための加害者の取調べや被
害者・遺族等の対応をされました。
　退職後は、裁判所の民事や家事
の調停委員および市の公平委員長
として尽力されています。

　三明さん（榛原あかね台）は、
昭和 38 年から平成 16 年までの
長きにわたり大阪府警に勤務され
ました。
　主に、交番勤務や機動隊として
日々起こる事件に対応され、大阪
万博の警備も行われました。また、
警察本部の総務部で情報管理や留
置管理の職務に従事されました。
　柔道６段の腕前で、警察本部の
柔道特別練習生として尽力されま
した。

瑞宝単光章
（警察功労）

坂本　利久さん
（元奈良県警部補）

　坂本さん（榛原澤）は、昭和
39 年から平成 18 年までの長き
にわたり奈良県警に勤務されまし
た。
　主に、防犯や地域安全などの活
動に従事され、特に昭和天皇・皇
后両陛下が御来県された際には、
数年にわたり警衛本部で職務にあ
たられました。
　また、剣道 4段の腕前で県警代
表として、様々な大会に出場し、
数度も優勝を果たされました。
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おはなし会やその他のお知らせは P25

　明けましておめでとうございます。
今年は十二支の十番目「酉年」です。「と
り」と読みますが、実際には「にわと
り」のことだそうです。「酉」という漢
字は酒つぼを描いたもので、収穫した
作物が成熟し酒を抽出するという意味
や、果実が成熟した状態を表している
とされています。まさに「機は熟した。
チャンスの年」と言うわけです。
　さて、みなさんお一人おひとり「熟
している」ことは違うと思います。でも、
今年はチャンスだそうです。日ごろ温
めていたことや、やりたいと思ってい
たけどチャレンジできなかったことを
実行に移してみてはいかがでしょう？　
　きっと吉祥でもある神聖なニワトリ
さんが時の声を上げながら応援してく
れることと思います。

『奈良の朝歩き、宵遊び 』　
～奈良を愉しむ～
倉橋みどり　著
出版：淡交社

　飛火野の鹿寄せ、奈良ホテルのフレンチ
トースト、生駒山上からの夜景…。朝、夕、
夜の時間帯ごとに、古都奈良の魅力をもっ
と深く味わうことのできる、50 のスポット・
シーンを案内する。データ :2016 年 7 月現
在　　　　　　　　（大宇陀図書館所蔵）

『イルカと話したい 』
  村山司　作 
  出版 : 新日本出版社
　　 

　イルカってどんな動物 ? 
どれくらい賢いの ? どんな

力があるの ? イルカを調べあげ、イルカと
話すことに 25 年以上も挑む研究者が、これ
までの道のりや成果を紹介する。

（大宇陀図書館所蔵） 

市美術展覧会　開催 11 月 3 日～６日

　市役所において、第 11 回市美術展覧会を開催し、4 部
門 100 点の作品が出展されました。また、市内幼稚園・
こども園・保育所（園）の 5 歳児による、幼児の絵作品展
も同時開催され、多くの方が鑑賞に訪れました。

厚生労働大臣表彰を受賞 11 月 21 日

　市食生活改善推進員協議会副会長の松本住子さん ( 榛原福
地）が、平成 28 年度栄養功労者の厚生労働大臣表彰を受賞さ
れ、竹内市長を表敬訪問されました。この賞は食生活改善活
動を長年にわたって積極的に推進し、その功績が顕著な個人
や団体におくられるもので、今回の受賞はこれまでの食を通
じた健康づくりの普及活動が認められたものです。
　松本さんは「この賞は、長年にわたる仲間の支えのおかげ
です。また、ウェルネスシティ
宇陀市健康づくり計画の食育推
進部会員として活動してきたこ
とにも評価をいただきました。
今後も市民のみなさんの食を通
じた健康づくりに貢献していき
たいです」と語られました。

ソフトテニス選手権　結果 11 月 20 日

　宇陀シティソフトテニス・シングルス選手権が、大宇陀
ふれあい交流ドームで開催され、28 名が参加しました。
　大会結果は、次のと
おりです。（敬称略）
優　勝：中村　翼
準優勝：清家　博司
３　位：古賀　創登
４　位：中西　博則

賞名 部門 作品名 氏名

市展賞
書 　 芸 宇陀の野の 髙 谷　美 佳
写 　 真 秋のお手つだい 大 塚　美代子

彫塑・工芸 ミステリー 三井戸　弘 和

金　賞

絵 　 画 室生寺錦秋 藤 岡　喜 典
書 　 芸 唱歌 おぼろ月夜 嘉 戸　英 子
写 　 真 雲海飛行 梶 本　佳 伸

彫塑・工芸 蛍の夕べ 出 世　八重子

銀　賞

絵 　 画 晩秋 仲 田　 実
書 　 芸 臨曹全碑 中 野　輝 正
写 　 真 光のファンタジー 平 井　喜美江

彫塑・工芸 すずらん 衣 笠　宗 孝

銅　賞

絵 　 画 ヤマジノホトトギス 藤 本　勝 也
書 　 芸 千鳥なく 中 村　苗 子
写 　 真 勢い 室　 典 良

彫塑・工芸 光華の舞・影華の舞 南 岡　圭 子

奨励賞

絵 　 画 山の幸 的 場　正 徳
書 　 芸 九成宮醴泉銘 筒 井　 一
写 　 真 水面の春 正 脇　隆 夫

彫塑・工芸 ディズニーの仲間達 小 島　香代子
彫塑・工芸 日本の四季 鍵 谷　憲 治
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お
し
ゃ
べ
り
会
（
か
る
が
も
く
ら
ぶ
）

　
保
護
者
同
士
の
交
流
の
中
で
、
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
1
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー

　
み
ん
な
で
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う

　 

井
戸
端
会
議
（
第
10
回
）

　
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
子
ど
も
支

援
部
会
で
は
、
毎
月
１
回
井
戸
端
会
議
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
1
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

問
介
護
福
祉
課

　（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）

 

問ファミリー・サポート・センター
　（こども未来課内）
　（☎ 82・2236／ IP ☎ 88・9080）
　メール :uda.famisapo@gmail.com

【対象】生後 6 ヵ月～就学前のお子さん
【サポート day】1月 20日（金）午前 10時～午後 4時
【場所】子育て支援センター　すくすく
【費用】1 人につき、最初の２時間まで・・ １時間：500 円
　　　　　　　　　　　 　　　　 以降 30 分ごと：300 円
【定員】８名（先着順）
【申し込み】託児希望の方は 5 日前までに問へ
☆次回開催日　2 月 20 日 ( 月）子育て支援センター

　ファミリー・サポート・センターでは、毎月１回お子さんの託児を行っています。
託児の専門講習を受けた子育てサポーターがお子さんを預かります。
◎サポートの日が決まっているので、ご家庭の予定がたてやすくなります。

【例えば・・・こんな時】
・ママ友とランチでリフレッシュ♪
・ゆっくり買い物に行きたい♪
・“子育てサポート day”に合わせて、歯

医者の受診・美容室の予約を入れたり・・・

　11 月 21 日に榛原北保育園、25 日にしらゆり保育園の子どもたちが、勤労感謝の日の手作り
プレゼントを持って市役所に来てくれました。みんなのお礼と感謝の気持ちがこもった、素敵な
手作りのプレゼントをいただきました。

勤労感謝の気持ちを込めて、手作りプレゼント !!
～榛原北保育園・しらゆり保育園～

▶「感謝」と書かれた、
　どんぐりで飾られた
　色紙！

▼しらゆり保育園の
　　　　　子どもたち

▲榛原北保育園の
　　　　　子どもたち

◀かわいい切り絵が
　いっぱいの
　カレンダー！
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2 3 4 5 6 

9 10 11 12 13 

16 17 18 19 20

23 24 25 26 27

30 31

子育て支援センター☎84・9925

お話の日

リズムの日

リズムの日

※家庭児童相談員

★つどいのひろば
  (大宇陀こども園）

★つどいのひろば
（榛原総合センター） ●２歳児親子教室

　 　（うさぎ）

親子ヨガ教室
●０歳児親子教室
　　（ばなな）

※家児相談日

※家児相談日

●１歳児親子教室(合同）

　双子ちゃんあつまれ

ミニ誕生会

※家児相談日
リズムの日

開放開始

お話の日

★つどいのひろば
（榛原北保育園）

※保健師相談日

●０歳児親子教室
　 （ぱいなっぷる）

成人の日
お話の日
　（ALT)

なかよしひろば

♪ リズムの日

子育て講座(手形アート)

♪

♪

♪
なかよしひろば

●０歳児親子教室
　　（みかん）

●２歳児親子教室
　 　（ぱんだ）

※家児相談日

お話の日

お休みお休み

表記中の就園前とは幼稚園等入園まで
　　　　就学前とは小学校入学まで

♪ 　支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
（
申
込
不
要
）

　
子
育
て
家
族
が
、
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
施
設
を

開
放
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
就
学
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
時
間
】
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時

      

お
話
の
日

　
　【
時
間
】
午
前
11
時
～
11
時
30
分

　
　
リ
ズ
ム
の
日
（
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
）

　
　【
時
間
】
午
前
11
時
～
11
時
30
分

 

★ 

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば

（
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
）

　
公
共
施
設
な
ど
で
遊
び
や
交
流
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
就
園
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
時
間
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
持
ち
物
】
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子

　な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

【
対
象
】
市
内
在
住
の
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

【
日
時
】
1
月
20
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　
午
後
２
時
30
分
～
3
時
30
分

【
内
容
】
20
日
「
ゆ
き
だ
る
ま
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を

作
ろ
う
」
※
2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
が
楽
し
め

ま
す
。

　
27
日
「
鬼
の
お
面
を
作
ろ
う
！
」

【
参
加
費
】
20
日
開
催
分
の
み
、
１
０
０
円

【
持
ち
物
】
水
筒
、
タ
オ
ル

【
申
し
込
み
】
20
日
開
催
分
の
み
、1
月
19
日
（
木
）

ま
で
に
問
へ
。

　
27
日
開
催
分

　
は
申
込
不
要
。

　ミ
ニ
誕
生
会
（
毎
月
開
催
）

　
誕
生
日
を
迎
え
た
お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お

祝
い
を
し
て
く
れ
る
親
子
の
み
な
さ
ん
も
大
歓
迎

で
す
。
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
1
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

【
日
時
】
1
月
31
日
（
火
）
午
前
11
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
誕
生
日
が
分
か
る
も
の
（
母
子
手
帳
等
）

　親
子
ヨ
ガ
教
室
‼

　
親
子
で
一
緒
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
体
を
動
か

し
て
あ
っ
た
か
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
ヨ

ガ
初
体
験
の
方
も
大
歓
迎
。

【
日
時
】
1
月
24
日
（
火
）　
午
前
10
時
～
11
時

【
内
容
】
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
む

【
対
象
】
市
内
在
住
の
お
座
り
が
で
き
る
７
か
月

ぐ
ら
い
か
ら
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
妊
婦

さ
ん
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

【
講
師
】
ハ
ピ
コ
ミ
お
や
こ
ヨ
ガ
　
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
　
田
邉
香
代
先
生

【
定
員
】
15
組
（
先
着
）

【
持
ち
物
】
水
筒
、
下
に
敷
く
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
動
き
や
す
い
服
装

【
申
し
込
み
】
1
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
問
へ
。

20日のなかよし
ひろばで作る
「ゆきだるまの
タペストリー」
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病院の休診日：
土・日・祝日・年末年始

○薬剤師（正職員）1名
　対象�者：昭和 52 年４月２日以降に生まれ、資格を有する人。ま

たは平成 29 年に実施される国家試験により薬剤師の資格を
取得する見込みで、平成 29 年４月から就労できる人　

　採用試験：小論文・面接　
　提出書類：履歴書、資格証明書の写し（資格取得見込者は卒

業見込証明書、成績証明書）
○臨床検査技師（パート）1名
　対象�者：昭和 42 年４月２日以降に生まれ、資格を有する人
　採用試験：小論文、面接 　提出書類：履歴書、資格証明書の写し
　締切日：1 月 31 日（火）必着
○看護師（正職員）若干名
　対象者：昭和 57 年４月２日以降に生まれ、資格を有する人
　採用試験：小論文、面接 提出書類：履歴書、資格証明書の写し
　締切日：1 月 31 日（火）必着　
※すべて試験日は後日連絡します。

　
新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
長

　仲
川
喜
之

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
現
在
、
宇
陀
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
　

宇
陀
市
の
シ
ス
テ
ム
は
平
成
25
年
、

奈
良
県
か
ら
「
宇
陀
市
在
宅
医
療

包
括
ケ
ア
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
中
核
と
な
る
入
院
施
設
と
し
て
、

平
成
26
年
10
月
よ
り
奈
良
県
下
最

大
の
2
病
棟
87
床
を
有
す
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
を
開
設
し
、

こ
の
病
棟
の
運
用
に
よ
り
平
成
27

年
度
の
病
床
稼
働
率
は
７
６
．
５
％

（
前
年
比
１
０
．
１
％
増
）、
医
業

収
益
も
前
年
比
約
2
億
5
千
万
円

増
加
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

か
ら
は
県
内
で
最
も
効
率
的
な
入

院
日
数
で
治
療
が
な
さ
れ
て
い
る

と
の
評
価
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
が
先
進
的
に
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
宇
陀
市
で
昨
年
8
月
、

奈
良
県
よ
り
県
下
で
唯
一
、「
地
域

医
療
介
護
連
携
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
推
進

事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
患
者

様
の
医
療
介
護
情
報
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
形
成
す
る
、
宇
陀
地
区
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
入
所
施
設
、

各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
宇
陀

市
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
、

辻
村
病
院
・
宇
陀
市
立
病
院
な
ど

が
そ
の
情
報
を
活
用
し
、
安
全
で

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
、
ま

た
効
率
的
に
提
供
し
て
い
こ
う
と

い
う
試
み
で
す
。
そ
し
て
将
来
的

に
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
奈
良
県
全

域
に
拡
大
し
て
行
く
こ
と
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
に
お
き
ま

し
て
も
こ
の
モ
デ
ル
事
業
と
並
行

し
、
平
成
30
年
度
中
の
電
子
カ
ル

テ
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
平
成
29
年
は
宇
陀

市
、
市
立
病
院
に
お
き
ま
し
て
、

大
き
な
医
療
介
護
事
業
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
」

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
院

は
平
成
28
年
2
月
、
3
回
目
の
日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
審
査
を

受
け
、「
地
域
基
幹
病
院
と
し
て
医

療
安
全
、
感
染
制
御
、
地
域
連
携

機
能
の
充
実
に
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

年
も
引
き
続
き
、
安
全
安
心
、
良

質
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
職
員
一
同
、「
地
域
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
支
援
さ
れ
る
病
院
」

「
地
域
の
誇
り
と
さ
れ
る
病
院
」
さ

ら
に
「
誇
り
を
持
っ
て
楽
し
く
働

け
る
病
院
」
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■市立病院職員募集（随時採用）

■糖尿病教室
　１月はお休みです。次回は２月から再開予定です。

★問い合わせ：経営企画課

■12月29日（木）～1月3日（火）まで休診します
　年末年始の休診日の救急診察については、必ず事前に電話
でお問い合わせください。なお、小児科については、休診中
の対応はできません。また、病状によっては、専門外等の理
由から診察が困難な場合もありますので、ご了承ください。

＃ 7119ダイヤル回線
ＩＰ電話からは

0744-20-0119

「救急車を呼んだ方がいいの？」
「医療機関を受診した方がいいの？」
こうした医療に関する相談に対して、
相談員、看護師などが 24 時間体制で
対応しています。

「子どもが急に発熱した場合、すぐに受
診した方が良いの？しばらく様子をみて
も大丈夫なの？」

こうした小さなお子さんをお持ちの保護者
の方が、夜間や休日の急な子どもの病気に
どう対処したらいいのか判
断に迷った際に、看護師、
小児科医に相談できます。

■こども救急電話相談

＃ 8000ダイヤル回線
ＩＰ電話からは

0742-20-8119

自宅で適切な対応ができるかもしれないし、 急いで受診する
前に、 一度相談してみようかな・ ・ ・。

■奈良県救急安心センター相談ダイヤル
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宇陀市医療介護あんしんセンターから
問�医療介護あんしんセンター（☎ 85・2500/IP ☎ 88・9480/FAX85・2501）

～在宅医療・介護の連携拠点～

　「ライフサポーターボランティア」とは、買い物や簡単な家事などをお手伝いする、地域
の高齢者の暮らしを支える、（有償）ボランティアです。
　ボランティア活動に関心はあるものの、高齢者の方にどのように接していいかわからな
い、何をしていいかわからないと迷っている方を対象に、ボランティアの基本的な
知識について学ぶとともに、地域の活動について考え、参加していただくための養
成講座を開催します。ぜひこの機会に参加してみませんか。

※講座をすべて受講された方には、修了証書を交付し、社会福祉協議会にボランティ
ア登録を行います。

【開催場所】　医療介護あんしんセンター
　　　　　　　（宇陀市立病院東隣　榛原保健センター内） 
【定　員】　　30 名
【時　間】  　 午前 10 時～正午
【参加費】　　無料
【申込み締め切り】　　1 月 20 日 ( 金）
【申込み・問合わせ】　市社会福祉協議会（☎ 84・4116）

地 域 の 高 齢 者 の た め にあ な た の 力 を 活 か し ま せ ん か

【ライフサポーターボランティア養成講座プログラム】
回 開催月日 テーマ 講　師

1 1 月 26 日 ( 木） 地域包括ケアシステムについて
介護保険制度について 医療介護あんしんセンター

2 2 月 9 日 ( 木）
高齢者の心身の特徴
認知症の方への対応について
( 認知症サポーター養成講座 )

医療介護あんしんセンター

3 2 月 23 日 ( 木） 介護におけるコミュニケーション技法 ニチイ学館 森岡 大 氏

4 3 月 9 日 ( 木）

生活援助の方法について
　・買い物　・掃除　・洗濯
　・その他（布団干し ･ ゴミ出し ･ 食器
　　洗い ･ 洗濯取入れ等）

市内訪問介護事業所
サービス責任者

5 3 月 23 日 ( 木）
守秘義務・個人情報保護
まとめ　今後の活動について
修了証交付

　奈良県社会福祉協議会
　　地域福祉課
　　　係長 石川美也子 氏

　けがを引き起こさないように、極端な温度差をなくすこ
と、ウォーミングアップ（準備体操）をすること、防寒グッ
ズ（手袋やマフラーなど）で体を冷やさないことが大切です。
つい怠けてしまいがちな冬こそ、気をつけて運動をしましょ
う！！

ウェルネス・コラム

冬の運動で
　気をつけること‼

献血にご協力ください！
一人でも多くの方の献血をお願いします！！

問�健康増進課　（☎ 82・3692
　　／ IP ☎ 88・9087）

　【日時】1 月 26 日（木）
　　　　　午後 9 時 30 分～正午
　　　　　午後 1 時～ 4 時
　【場所】市役所
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                                          室生福祉保健交流センター ☎92・5220/IP☎ 88・9175

市民のみなさんの健康に役立つ
情報をお届けします

対 象 地 域 内 容 実 施 日 対 象 者 場 所 開 始 時 間

全地域 予防接種説明会 10 日 ( 火） 平成 28 年 11 月生ま
れの児の保護者

室生福祉保健
交流センター 午前 10 時

対 象 地 域 内 容 実 施 日 対 象 者 場 所 開 始 時 間

大宇陀
菟田野

1 歳 6 か月児
健康診査 25 日 ( 水 ) 平成 27 年 4 月～ 7 月

生まれの児 大宇陀保健
センター

午後１時～
１時 50 分

２歳児
歯科健康診査 30 日 ( 月 ) 平成 26 年 9 月～ 12

月生まれの児

榛原 ･ 室生

３歳児
健康診査 23 日 ( 月 ) 平成 25 年 5 月～ 7 月

生まれの児

室生福祉保健
交流センター

1 歳６か月児
健康診査 24 日 ( 火 ) 平成 27 年 5 月～ 7 月

生まれの児

10 ～ 11 か月児
健康診査 31 日 ( 火 ) 平成 28 年 2 月～ 3 月

生まれの児

【日時】1 月 6 日（金）・ 13 日（金）・20 日 ( 金）
　　　 午前 11 時～午後 3 時 30 分

【場所】室生福祉保健交流センター
【内容】○かるたとアンタと新年会

○元気モリモリ囲碁ボール
○内緒のお楽しみ

【対象】65 歳以上で介護保険の認定になって
　　　 いない方

【持ち物】動きやすい服装
【申し込み】問へ

ぬく森サロン（室生地域）

　　検診で「要精密検査」と判定をされた方は、
　　　　　必ず精密検査を受けましょう！
　健診などで「精密検査が必要」と判定された
あなた！　そのまま放置していませんか？
　「精密検査が必要」というのは、「がんの疑い
を含め異常 ( 病気 ) があるかも」と判断された
ものであり、『要精密検査＝がん』ではありま
せん。
　しかし、「元気だから」「症状がないから」と
精密検査を受けないでいると、検診を受けた意
味がなくなるだけでなく、見つかるはずの異常

（がんなど）や生活習慣病を放置してしまうこ
とになります。

早期に発見できれば身体への負担も少なく、
生活への影響も最小限で済みます。

例えば！　大腸がんの精密検査で内視鏡（カメ
ラ）検査を実施した結果、早期のがんであれば、
ポリープと同じようにその場で切除するだけで
治療が終了する場合もあります。しかし、翌年
の検診まで放置しておくと…人工肛門や転移の
心配など心身の負担が大きくなるだけでなく、
医療費の負担も増え、仕事や家族への影響も出
てきてしまう可能性があります。

精密検査は、どこで・どんな検査を
　　　　受けたらいいの？ 
　精密検査が可能な医療機関や検査の
方法については、検診を受けた医療機
関、または問までご相談ください。
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その他のレシピは、ホームページをご覧ください。

鶏肉の塩麹からあげ
～ゆず風味の野菜あんかけ～

［材料］
　鶏もも肉…320g、〔塩麹…小さじ 2、酒…大さじ 1〕
片栗粉・サラダ油…各適量、チンゲンサイ…50g、
しめじ・えのき…各 25g、にんじん…30g、ゆず…
1個分、サラダ油…小さじ 2、〔水…130㏄、鶏が
らスープの素・淡口しょう油…各小さじ 1/2〕〔片
栗粉・水…各小さじ 1〕

［作り方］
➊鶏もも肉は一口大に切り、酒と塩麹でもみ込むよ
うに下味をつけて 20分間おく。
➋にんじんはいちょう切り、チンゲンサイは 3㎝長
さに切る。えのきは根元を切って半分に切る。し
めじは石づきを取って小房に分ける。ゆずは皮を
細切りにする。果汁をしぼっておく。
➌鶏もも肉に片栗粉をつけ、180度の油で揚げる。
➍フライパンにサラダ油をひき、にんじんを炒める。
しめじ・えのき・チンゲンサイを加えて炒め、水・
鶏がらスープの素・淡口しょう油を加えて煮る。
➎水溶き片栗粉を加え、かき混ぜながらとろみをつ
ける。
➏ゆずの搾り汁を入れてひと混ぜし、火を止める。
最後にゆず皮を散らしてあんのできあがり。
➐器にからあげを盛り、上からあんをかける。

宇陀市 野菜たっぷりクッキング

うだチャン 11ch で
12 月放映したレシピです。

鶏肉の塩麹
からあげ
（4 人分）

高齢者肺炎球菌 予防接種のお知らせ！

　平成 28年度対象者の肺炎球菌予防接種の費用助成期限は 3 月 31 日までです。
費用助成は生涯を通じて 1 回限りです。接種がまだお済みでない方はお急ぎください。

問 健康増進課　（☎ 82・3692 ／ IP ☎ 88・9087）

平成 28 年度の

対象者

65 歳 昭和 26年 4月 2日生　～　昭和 27年 4月 1日生
70歳 昭和 21年 4月 2日生　～　昭和 22年 4月 1日生
75歳 昭和 16年 4月 2日生　～　昭和 17年 4月 1日生
80歳 昭和 11年 4月 2日生　～　昭和 12年 4月 1日生
85歳 昭和　6年 4月 2日生　～　昭和　7年 4月 1日生
90歳 大正 15年 4月 2日生　～　昭和　2年 4月 1日生
95歳 大正 10年 4月 2日生　～　大正 11年 4月 1日生
100歳 大正　5年 4月 2日生　～　大正　6年 4月 1日生

※接種日時点で 60歳以上 65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器に重い病気の
ある方（厚生労働省令で定める者）も対象になります。

※過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方は対象となりません。

【費用助成期間】3 月 31日 ( 金）まで
【自己負担金】2,000 円（生活保護世帯の方は無料）
【申込方法】○市内医療機関に事前予約の上、接種してください。

　　○市外医療機関で接種を希望される場合は、事前に手続きが必要です。
　　詳しくは問へ



　2017年1月号 22

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分

（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

確
定
申
告
の
受
付
は
お
早
目
に

　
　
　    

受
付
期
間
：
２
月
16
日
～
３
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問 

税
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

■
次
の
機
会
を
利
用
い
た
だ
き
、
確

定
申
告
書
の
提
出
を

問
桜
井
税
務
署

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
３
５
０
１
）

※
自
動
音
声
の
案
内
に
従
っ
て
電
話

機
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

桜井市役所

市民会館

桜井納税協会

至奈良 至奈良

至上本町 近鉄大阪線

桜井税務署

至
宇
陀

N

至橿原

桜
井
税
務
署
案
内
図

Ｊ
Ｒ
桜
井
線

Ｊ
Ｒ
桜
井
線

R１６５R１６５

桜井駅

桜井市商工会館

■
確
定
申
告
指
導
会
場
は
桜
井
市
商

工
会
館
で
す

【
期
間
】
2
月
16
日
（
木
）
～
3
月

15
日
（
水
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
桜
井
市
商
工
会
館
　

3
階

　
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
桜
井
税
務
署
庁
舎
内
で
は
申
告
相

談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
作
成
済
み

の
申
告
書
な
ど
の
受
付
、
納
税
、
納

税
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
用
紙
の
交

付
の
み
を
行
い
ま
す
。

受付場所 受付期間

市役所
（4階大会議室）

2 月 16日（木）～
3月 15日（水）
※土・日曜日を除く

大宇陀地域事務所 2月 20日（月）～24日（金）
菟田野地域事務所 2月 27日（月）～3月3日（金）
室生地域事務所 3月 6日（月）～３月10日（金）
※受付はすべて午前９時～午後３時 30分です。

相　談 日　時 場　所 内　容

年金相談
（収入が年金の
みの方）

2 月 2日（木）・3日（金）
午前 9時 30分～
午後 3時 30分

（正午～午後 1時を除く）

宇陀市役所
4階

大会議室

　年金の源泉徴収票・印かん・昨年
の申告書控などを持参いただくと当
日に確定申告書の提出ができます。
　なお、市県民税の申告は行ってい
ません。

税理士による
確定申告無料
相談会

近畿税理士会
桜井支部

2月17日（金）・20日（月）・21日（火）
午前 9時～
午後 3時 30分

（正午～午後 1時を除く）

宇陀市役所
4階

大会議室

　専門の税理士が無料で確定申告の
相談を受けます。
　ただし、土地・建物や株式等の譲
渡、贈与税、相続税の相談は行って
いません。

※混雑などに応じて早めに受付を終了することがあります。ご了承ください。

市
役
所
・
地
域
事
務
所
で
も

確
定
申
告
を
受
付
し
ま
す

　
受
付
で
き
る
確
定
申
告
は
、
簡
易

な
申
告
（「
確
定
申
告
書
Ａ
」）
の
方

だ
け
で
す

　
次
の
場
合
は
、
桜
井
市
商
工
会
館

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）
○
不

動
産
所
得 

○
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建

物
・
株
式
）
○
変
動
所
得 

○
臨
時
所

得 

○
繰
越
控
除 

○
損
失
申
告 

○
青

色
申
告 

○
準
確
定
申
告 

○
贈
与
税 

○
消
費
税 

○
平
成
27
年
以
前
の
過
去

に
さ
か
の
ぼ
る
申
告
　
等

　
ま
た「
確
定
申
告
書
Ａ
」の
方
で
も
、

内
容
に
よ
っ
て
は
税
務
署
で
相
談
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
場
合
は
、
市
県
民
税
の
申
告
は
不
要

「作成コーナー」
へアクセス

ご自宅のパソコンから
「作成コーナー」で検索

申告書を作成
画面の案内に従って
金額等を入力し、
申告書を作成

申告書を提出

e-Taxの場合
事前準備が必要。

書面提出の場合
印刷して郵送等
で提出。

➊ ➌➋

▶ ▶

国税庁ホームページ
www.nta.go.jp
作成コーナー

■
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
作
成
で
き
ま
す
！

【申告書作成から提出までの流れ】
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ
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確
定
申
告
お
知
ら
せ

■
市
県
民
税
の
申
告
と
は

　
市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
29
年

1
月
1
日
現
在
で
宇
陀
市
に
住
民
票

を
置
か
れ
て
い
る
方
（
置
か
れ
て
い

た
方
）
に
、
前
年
中
（
平
成
28
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年

間
）
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等

を
算
出
す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
証
明
書
や
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
等
の
公
的
な
証
明
書

の
発
行
に
も
必
要
で
す
。

　
な
お
、
申
告
用
紙
は
税
務
課
、
各

地
域
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

■
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告

が
必
要
な
方

○
前
年
中
に
所
得
（
営
業
・
農
業
・

不
動
産
・
譲
渡
・
配
当
等
）
が
あ
っ

た
方

○
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
ほ
か

に
別
の
所
得
が
あ
る
方
、ま
た
は
、

②
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方

○
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
や

国
民
健
康
保
険
税
等
）
や
医
療
費

等
各
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
（
市
県
民
税
の
所
得
割
が
か

か
る
方
の
み
）

○
申
告
で
扶
養
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
全
員
（
一
人
で
も
申
告
が
な

い
と
保
険
税
軽
減
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

○
後
期
高
齢
者
で
、
前
年
中
に
収
入

の
無
い
方
や
遺
族
年
金
・
障
害
年

金
（
非
課
税
）
の
み
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
で
、
同
居
の
配
偶
者
や

子
ど
も
の
税
法
上
扶
養
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
方

　
※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
計

算
等
の
た
め
に
必
要
で
す
。
申

告
が
無
い
と
保
険
料
軽
減
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い

る
方
や
、
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調

整
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
変

更
が
な
い
方
は
、
原
則
と
し
て
市
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
の
申
告
は
、
市
役
所
・
地
域
事
務
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
期
間
は
、
確
定
申
告
と
同
様
で
す

確
定
申
告
・
市
県
民
税
申

告
等
に
必
要
な
も
の

○
確
定
申
告
書
ま
た
は
市
県
民
税
申

告
書
　
○
印
か
ん
　
○
給
与
・
年
金

所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
（
平
成
28

年
分
）　
○
各
保
険
料
（
生
命
保
険
・

個
人
年
金
・
介
護
医
療
・
地
震
・
国

民
年
金
）
の
支
払
証
明
書
（
平
成
28

年
中
支
払
分
）　
○
医
療
費
等
の
領

収
書
（
平
成
28
年
中
の
支
払
分
で
、

予
め
支
払
い
額
な
ど
の
合
計
額
を
計

算
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
や
還
付
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
記
も

必
要
）　
○
事
業
所
得
者
は
収
支
内

訳
書
　
○
そ
の
他
所
得
計
算
や
控
除

に
必
要
な
帳
簿
類
や
証
書
　
○
本
人

確
認
書
類
：
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し

く
は
、
番
号
確
認
書
類
（
通
知
カ
ー

ド
な
ど
）
＋ 

身
元
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

■
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
納

税
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
軽
自
動
車
税
を
除
く
各

税
の
「
口
座
振
替
領
収
済
み
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
申

告
の
際
の
「
社
会
保
険
料
控
除
額
」

と
し
て
、
平
成
28
年
中
に
支
払
わ
れ

た
「
国
民
健
康
保
険
税
」
の
額
が
必

要
な
方
は
、
税
務
課
、
各
地
域
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
は
医

療
機
関
等
の
領
収
書
（
写
し
）
が

必
要
で
す

　
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
は
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
（
写
し
）

を
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
平

成
28
年
分
の
確
定
申
告
等
で
医
療
費

控
除
を
受
け
ら
れ
る
際
は
、
領
収
書

の
原
本
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
中
の
医
療

費
で
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
方
は
、
確
定
申
告
等
の

前
に
、
領
収
書
を
コ
ピ
ー
し
て
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
額
療
養
費
支
給
申
請
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
領
収
書
・
印
鑑
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
カ
ー
ド
等
）・
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
の
う
え
、手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

償
却
資
産
の
申
告
は

　
　
　
１
月
31
日
ま
で
に

償
却
資
産
と
は

　
個
人
や
法
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物
や

器
具
・
備
品
等
（
主
に
土
地
・
家

屋
を
除
く
耐
用
年
数
1
年
以
上
、

取
得
価
格
10
万
円
以
上
）
の
資
産

の
こ
と
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

　
法
人
・
個
人
事
業
主
が
所
有
し

て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
売

電
を
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い

か
に
係
ら
ず
償
却
資
産
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
個
人
で
所
有
し
て
い
る
も
の
で

10
ｋ
Ｗ
未
満
の
も
の
は
、
償
却
資

産
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
告
が
必
要
な
方
】

○
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
償

却
資
産
を
有
す
る
市
内
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
個
人
、
法
人
。

○
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
で
事
業
は
営
ん
で
い
な
い
が
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を

貸
し
付
け
て
い
る
個
人
、
法
人
。

【
提
出
期
限
】
1
月
31
日
（
火
）

【
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の
確
認
】

　
償
却
資
産
申
告
書
に
は
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
ま
た
は
法

人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。

申告などの
手続きには

個人番号（
マイナンバ

ー）

が必要！

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

国税庁　マイナンバー

　確定申告・市県民税申告などの手続きに
は、原則として申告書への個人番号の記載
が必要です。
　また、提出の際には、番号の確認のため、
番号確認書類（個人番号通知カードなど）
と本人確認書類（免許証など）の提示また
は写しの添付が必要です。

※個人番号の記載が困難で、未記入であっても
申告書の提出は可能です。
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問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

問
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

き
の
こ
栽
培
技
術
研
修
会
を

開
催

　
し
い
た
け
等
の
食
用
き
の
こ
に
関

す
る
知
識
や
栽
培
技
術
を
習
得
す
る

た
め
、
講
義
や
実
習
を
行
い
ま
す
。

　
昼
食
時
に
は
、
き
の
こ
汁
の
ふ
る

ま
い
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】
2
月
18
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
農
林
会
館
（
榛
原
下
井
足
）

【
内
容
】

○
食
用
き
の
こ
栽
培
に
関
す
る
講
義

○
原
木
へ
の
植
菌
に
つ
い
て
の
実
習

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
き
の
こ
栽
培

に
関
心
の
あ
る
方

※
危
険
を
伴
う
た
め
幼
児
同
伴
不
可

【
定
員
】
70
名
（
抽
選
）

※
昨
年
参
加
の
方
以
外
を
優
先

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
１
月
16
日
（
月
）
～

２
月
3
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
問
へ

問
奈
良
県
東
部
農
林
振
興
事
務
所
林

業
振
興
課

（
☎
84
・
９
５
０
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
84
・
２
１
２
７
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

　
自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・

無
職
の
方
な
ど
が
20
歳
に
な
れ
ば
、

住
所
地
の
市
役
所
で
国
民
年
金
第
１

号
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
本
人
（
第

２
号
被
保
険
者
）
や
、
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の

方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
第
２

号
被
保
険
者
の
勤
務
先
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
は
な
ぜ
必
要
？

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
一

家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な

ど
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
き
ち
ん
と
し
て
、
保
険

料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
、
納
付
猶
予
制

度
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　　　　 凍結から水道管を
　　　　　　　守りましょう‼
水道管は寒さが苦手、冬は水道管の凍結対

策をお願いします。
　これからの時期、寒さがさらに厳しくなり、
気温が０℃以下になる日が多くなります。
寒さが原因で水道管の凍結や器具破損による
漏水が頻発し、思いもよらぬ使用料の増加と
なることがあります。

長期間使用しない場合には、止水栓を自ら
閉じておくか水道局へ閉栓依頼を行う

か、あるいは水道管の保温、器具の水抜きな
どの凍結対策を行ってください。

漏水した場合は、止水栓を閉
じて速やかに水道工事業者

に修理を依頼してください。

問水道局（☎ 82・2185 ／ IP ☎ 88・9067）

冬到来
！

平
成
28
・
29
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付

（
平
成
29
年
度
分
）
を
行
い
ま
す

　
建
設
工
事
関
係
な
ど
に
係
る
資
格

審
査
申
請
（
指
名
願
）
の
追
加
受
付

を
行
い
ま
す
。

（
市
内
に
本
店
を
有
す
る
事
業
者
の
み
）

※
平
成
28
年
2
月
に
登
録
済
み
の
方

の
提
出
は
不
要
で
す
。

【
受
付
対
象
業
者
】

○
建
設
工
事
　
建
設
業
法
に
よ
る
許

可
、
お
よ
び
同
法
の
規
定
に
よ
る

経
営
に
関
す
る
事
項
の
審
査
を
受

け
て
い
る
者

※
許
可
業
種
の
う
ち
経
営
事
項
審
査
結

果
に
完
成
工
事
高
が
あ
る
業
種
に
限
る
。

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

　
各
関
係
法
令
・
各
登
録
規
程
に
基

づ
く
登
録
業
者

・
測
量
業
者
　
・
建
築
設
計
業
者

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

・
地
質
調
査
業
者

・
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

・
そ
の
他
、
関
係
業
務
を
希
望
す
る

者
（
い
ず
れ
も
、
業
務
上
必
要
な
許

可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

※
受
注
実
績
の
あ
る
業
務
に
限
る
。

【
有
効
期
間
】
4
月
1
日
（
土
）
～

平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）

【
受
付
期
間
】
2
月
1
日
（
水
）
～

28
日
（
火
）
開
庁
時
間
中

【
提
出
書
類
】
関
係
書
類
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
。

問
管
財
課

（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）

う
だ
の
コ
ト
が
も
っ
と
好
き
に
な

る
小
さ
な
講
演
会

「
う
だ
ん
ぎ
」

　
記
紀
万
葉
に
関
係
す
る
伝
承
や
史

跡
を
入
口
に
、
よ
り
宇
陀
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ミ
ニ
講
演
会

を
開
催
。

【
日
時
】
1
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時

～
４
時

【
場
所
】
橋
本
屋
旅
館
（
室
生
）

【
演
題
】
宇
陀
の
ま
つ
り

～
室
生
龍
穴
神
社
秋
祭
り
を
中
心
に
～

【
講
師
】
関
西
大
学
　
文
学
部
　
黒

田
一
充
教
授

【
定
員
】
30
名

【
申
し
込
み
】
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
し
問
へ
。

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
／

Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
・
８
２
１
１
）　
　
メ
ー
ル
／

s-kankou@
city.uda.lg.jp



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

く
ら
し
・
環
境
　
他

お
知
ら
せ
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1月の休館日 1～4・9・10・17・24・31
中央図書館　☎ 82 ・ 4749／IP 88 ・ 9110
大宇陀図書館　☎ 83 ・ 0977( 代）

玩槭文庫 (がんしゅくぶんこ ) だより
『文字を書きましょう』　今月は書初めにぴったりの
「書」について特集しています。1 月は、6 日まで休
館させていただきます。
奈良カエデの郷ひらら 内☎ 84 ・ 2888

（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30 分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　1 月 11・25 日（水）  ①10：00 ～　②10：45 ～
　おはなしクラブ
　1 月 14 日（土）　①10 ： 30～　②14： 30～
　  28 日（土）　①10 ： 30～  （小さい子）  ②11： 15 ～（大きい子）
★放課後子ども教室
　1 月 11・18・25 日（水）15：30 ～
★映画会（約 30 分）『ゆうかんなアイリーン他』
   1 月 21 日（土）11：00 ～
★大人のためのおはなし会
　1 月 26 日（木）  10：30 ～ 11：30
★図書館寄席 1 月 29 日（日） 14：00 ～
　場所　おはなしの部屋　申し込み：不要

（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（約 60 分）
   1 月21 日（土）10：30 ～　場所：和室（2F）
★映画会（約 30 分）　『三枚のおふだ』
　1 月28 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

開室日（土・日）
10：00 16：00

学
校
で
も
選
挙
を
体
験
！

みんなで

未来を創ろう

　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
約
７
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。

　
前
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
宇
陀
市
の
18
歳
・
19
歳
の

投
票
率
が
全
国
平
均
の
45
．45
％

よ
り
も
高
い
54
．44
％
と
な
り
ま

し
た
。
若
年
層
の
投
票
率
が
低

迷
す
る
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
る

と
宇
陀
市
の
若
者
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
に
と
っ
て
期
待
の
持

て
る
行
動
を
と
っ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

投
票
に
行
く
こ
と
は
、
一
人
ひ
と

り
が
政
治
と
向
き
合
い
、
そ
の
声

を
届
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す

　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票

に
行
け
ば
、
互
い
に
住
み
よ
い

国
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
10
月
31
日
、
大
宇
陀
中
学
校

に
て
、
実
物
の
記
載
台
・
投
票
箱
を
使

い
、
本
番
さ
な
が
ら
の
投
票
会
場
で
生

徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
と
は
異
な
る
緊
張
感
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た
一
票
が
投

じ
ら
れ
、
新
た
な
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

 

シ
リ
ー
ズ  

み
ん
な
で
行
こ
う
！
選
挙
！
号
外

　
選
挙
っ
て
本
当
は

　
　
　
　
　
　
身
近
な
も
の

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

消防団出初式開催
　1月15日（日）

午前 10 時から
    大宇陀ふれあい交流ドーム

問 危機管理課（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）

成人式開催
　1月9日（祝）

午前 10 時　式典開始
【会場】文化会館（大宇陀拾生）
【対象】平成 8 年４月２日～
　　平成 9 年４月１日生まれの方
問生涯学習課（☎ 82・3975 ／ IP ☎ 88・9364）

当日は選挙制度の説明に始まり、各立候補者と応援演説、投票事
務の説明、そして実際の投票が行われました。

1月の文化会館だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 月 14 日現在）

■かぎろひホール催し

日 曜日 催し物案内 主催者 開演時間 対象

9 月 平成 29 年　
宇陀市成人式

宇陀市
宇陀市教
育委員会

午前 10 時～ 関係者

 かぎろひホールはメンテナンスのため、1 月 11 日 （水）
  ～ 2 月 17 日（金）まで使用できません。

　※期間中、研修室、セミナー室、メディアルーム、和
室、創作室は通常貸館しています。ご利用ください。

   　1 月の休館日（1 ～ 4・ 9・10・17・24・31 日）
　　　　　　　　　問宇陀市文化会館（☎ 83・0977）
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【
勤
務
時
間
】
1
日
7
時
間
45
分
勤

務
（
週
5
日
、
開
校
日
）

【
時
給
】
７
８
０
円

【
申
し
込
み
】
1
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
履
歴
書
を
提
出

問
教
育
総
務
課

（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

■
自
主
放
送
ス
タ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
職
務
内
容
】
自
主
放
送
番
組
の
制

作
（
主
に
番
組
編
集
業
務
等
）

【
勤
務
場
所
】
自
主
放
送
ス
タ
ジ
オ

【
要
件
】
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

　
①
テ
レ
ビ
番
組
制
作
に
関
心
や
興

味
が
あ
る
人
（
経
験
者
・
資
格
者

優
先
）
②
満
20
歳
以
上
の
人
③

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
中
級
程
度
）
の
で
き
る
人
④
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
番
組
で
の
音
声
・

読
み
上
げ
）
の
で
き
る
人

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
（
土
）
～

平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）

【
勤
務
日
】
週
3
日
程
度

【
時
給
】
１
，
０
５
０
円

【
申
し
込
み
】
1
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参

【
選
考
方
法
】
書
類
選
考
、
面
接

問
宇
陀
市
自
主
放
送
ス
タ
ジ
オ

〒
６
３
３・
０
２
５
４

榛
原
高
萩
台
75
番
地
　

グ
リ
ー
ン
ス
ク
エ
ア
Ⅱ
番
館
１
階

（
☎
／
IP
☎
82
・
２
４
９
７
）

■
総
合
体
育
館
・
室
内
温
水
プ
ー
ル

　
プ
ー
ル
監
視
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
要
件
】
62
歳
未
満
で
週
2
・
3
日

（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）
勤
務
可

能
な
人
　
※
高
校
生
以
下
不
可

【
勤
務
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
9

時
ま
で
の
２
交
代
制
（
時
間
帯
に

つ
い
て
相
談
可
）

【
勤
務
開
始
】
4
月
1
日
（
予
定
）

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
、
翌
日
休
館
）
年
末
年
始

【
時
給
】
７
８
０
円
（
昼
間
）
～

　
８
2
０
円
（
夜
間
）

【
申
し
込
み
】
2
月
24
日
（
金
）
午

後
５
時
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出

※ 

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
中

問
総
合
体
育
館

（
☎
82
・
６
５
６
１
／
IP
☎
82
・
０
5
１
１
）

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

①
看
護
師
（
随
時
募
集
・
正
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
要
件
】
45
歳
未
満
で
看
護
師
免
許
資

格
者

②
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

　
　
　
　
　（
随
時
募
集
・
正
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
要
件
】
45
歳
未
満
で
免
許
資
格
者

①
②
と
も

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明

書
の
写
し
を
提
出

【
選
考
方
法
】
筆
記
試
験
・
面
接
な
ど

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

人
事
異
動
（
退
職
）

《
11
月
30
日
付
退
職
者
》

■
課
長
補
佐
級
　
藤
原
　
恵
【
公
園

課
長
補
佐
】

問
人
事
課

（
☎
82
・
１
３
０
３
／
IP
☎
88
・
９
０
６
９
）

職
員
募
集

■
こ
ど
も
未
来
課

　
園
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
職
務
内
容
】
園
内
の
環
境
整
備
、
施

設
の
管
理
、
軽
易
な
事
務
補
助
等

【
勤
務
場
所
】
市
内
の
こ
ど
も
園
、

保
育
所
、
幼
稚
園

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
（
土
）
～

平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）

【
勤
務
時
間
】
1
日
7
時
間
45
分
勤

務
（
週
5
日
、
開
園
日
）

【
時
給
】
７
８
０
円

【
申
し
込
み
】
1
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
履
歴
書
を
提
出

問
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
8
０
）

■
教
育
総
務
課

　
校
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
職
務
内
容
】
校
内
の
環
境
整
備
、
施

設
の
管
理
、
軽
易
な
事
務
補
助
等

【
勤
務
場
所
】
市
内
の
小
中
学
校

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
（
土
）
～

平
成
30
年
3
月
31
日
（
土
）
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行政相談
［予約不要］

1 月 4 日（水）

9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター
総務課

（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）
1 月 11 日（水） 室生振興センター
1 月 16 日（月） 大宇陀人権交流センター
1 月 18 日（水） 宇陀市役所（214 会議室）

人権相談 1 月 11 日（水）
9：00 ～ 12：00

室生振興センター 人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）1 月 16 日（月） 大宇陀人権交流センター

消費者相談窓口
［予約不要］

1 月 11 日 ( 水 )・
16 日 ( 月 ）・23 日
( 月）・30 日 ( 月）

13：00 ～ 16：00 宇陀市役所
（213 会議室）

商工観光課
（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

税務相談センター
［要予約］ 1 月 18 日（水）

13：00 ～ 16：00
（1 人約 30 分以内）

※受付は午後 3 時 30 分まで

宇陀市役所
（211 会議室）

税務課
（☎ 82・1306 ／ IP ☎ 88・9072）

こころの健康相談
［要予約］ 1 月 17 日（火） 13：30 ～ 16：30 宇陀市役所

介護福祉課
（☎ 82・3675 ／ IP ☎ 88・9088）
室生福祉保健交流センター

（☎ 92・5220 ／ IP ☎ 88・9175）
ＤＶ相談

［要予約］ 1 月 25 日（水） 13：00 ～ 16：00
（1 人 50 分・1 日 3 人）

予約の際に
お知らせします

人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）

心配ごと相談
［予約不要］

1 月 4 日（水）

9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター 菟田野地域事務所
（☎ 84・2521 ／ IP ☎ 88・9188）
室生地域事務所

（☎ 92・2001 ／ IP ☎ 88・9182）
大宇陀地域事務所

（☎ 83・2251 ／ IP ☎ 88・9195）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

1 月 11 日（水） 室生振興センター

1 月 16 日（月） 大宇陀人権交流センター

1 月 23 日（月） 榛原総合センター

若者自立のための
無料相談［要予約］1 月 10 日（火）

14：00 ～ 17：00
（※相談員の都合で中止と

なる場合があります。）
宇陀市役所

（213 会議室）
若者サポートステーションやまと

（☎ 0744・44・2055）

中南和法律相談
センター［要予約］

1 月 20 日（金）
相談日の 2 週間前より

受付（1 人 30 分）
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所（211 会議室）
他の相談場所も利用できますので、

奈良弁護士会にご確認ください

奈良弁護士会
（☎ 0742・22・2035）

生活困窮者
自立相談支援窓口

月～金曜日
（祝日除く）

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所
厚生保護課（2 階） 厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）巡回職業相談
［要予約］ 1 月 11 日（水） 9：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00
宇陀市役所

（211 会議室）
ひとり親福祉資金
貸付相談［要予約］

1 月 5 日・19
日（各木曜日） 10：00 ～ 16：00 宇陀市役所 

（301 会議室）
こども未来課

（☎ 82・2236 ／ IP ☎ 88・9080）

　　　　　　　　　『無料』『お試し』に釣られないで！！
　最近、『送料のみ』『お試し価格』を掲げたサプリ
メントや化粧品を注文すると、自動的に定期購入の
申し込みになっており、翌月から高額の商品代金を
請求されるという苦情相談が多く寄せられます。返
品は受付けられず、注文後 14 日以内にキャンセル・
返品しない場合は自動的に定期購入になるというも
の。しかし、商品到着の時点で 14 日が経過してい

たという場合も・・・。また、『4 回定期購
入お約束』と書かれている場合もあります。
　なぜ、無料や割引価格になるのか？その意図を読
み解くためにも、必ず購入前に購入条件や利用規約
を確認しましょう。

■弁護士による福祉専門相談・精神科医による専門相談
　広報うだ今月号折り込みの「うだし社協だより」P6 に掲載しています。

問 商工観光課　（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）
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■スポーツ少年団「榛原ジャガーズ」
部員募集！

　「一球同心」「明るく！元気に！
格好よく！」を合言葉に活動して
いる榛原ジャガーズです。私たち
と一緒に野球をしませんか。まず
は、見学に来てください！

広報 うだ　2017年1月号29

このコーナーは、市民の自主
的な活動を支援することを
目的に設けています。
■掲載記事は 100文字程度
■営利目的、政治・宗教に関するもの、
金銭的トラブルが生じるおそれがあ
るもの、不特定多数の市民を対象と
しないものは掲載不可

■紙面の都合で掲載できない場合があ
ります

■原稿は掲載月の前月 5日までに秘書
広報情報課まで

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／
IP ☎ 88・9083／ FAX82・3900）

問うだ・アニマルパーク
　（☎ 87・2520）

■映画「蔦監督」の上映案内
　奈良県軟式野球連盟　宇陀支部
において、今年度最後の事業とし
て、甲子園の伝説となった池田高
校・蔦監督が映画となったのを機
会に、上映会を開催します。
▶日時　1 月 29 日 ( 日 )
　午後 1時 30 分受付、2時開演
▶場所　榛原総合センター
　　　　3階　大ホール
▶対象　小・中学生・高校生および
指導者、保護者
　一般の方で野球に興味のある方
▶定費　300 名
▶参加費　無料
▶申し込み　不要（当日ホール入口
にて受付をします）
▶駐車場　榛原小学校の運動場
▶その他　定員になり次第入場をお
断りする場合があります。

問県軟式野球連盟　宇陀支部
　事務局　内門方（☎ 82・6108）
　( ☎ 090・3973・1750）

■自転車テクニックレース大会
　自転車競技では、試合での結果
や体力の向上を目指していますが、
普段の練習で培った自転車の運転
能力・運転技術を競い合います。
▶日時　2 月 19 日 ( 日 )
　午前 10 時～午後 1時 ( 予定）
▶場所　総合体育館駐車場
▶内容　・一本橋(床にテープを貼っ
たもの）　・一旦停止　・スラロー
ム ( ジグザグ走行）　等

平成 29年 1月末
市民特典 500円入浴券
（1枚で２名様利用可）

▶練習日　　土・日・祝日
▶練習時間　午前 8 時 30 分～午後
5時頃 ( 季節や試合などにより時
間変更あり）
▶練習場所　榛原小学校運動場など
▶対象　小学校 1年～ 3年生の男女
問田中方
　　(☎ 090・8654・0850)
　藤本方
　　（☎ 090・8751・6436）
　足立方
　　（☎ 090・1677・0685）

■「ビンテージカーニューイヤー
ミーティング」開催
▶日時　1 月 2 日 ( 月 )
　　　　午前 10 時～午後 3時
▶場所　総合体育館駐車場
▶内容　車両展示、部品交換、人気
投票、飲食バザー、じゃんけん
ゲーム ( 予定）

問ビンテージカーニューイヤー
　ミーティング実行委員会　東口方
　　（☎ 090・6202・0037）

■うだ・アニマルパークから
▶日時・内容　[1 月開催 ]
　8 日 ( 日 )…新春書初め大会
　9 日 ( 月・祝 )…動物かるた大会・
ぜんざいのふるまい
　11 日 (水 )～ 2月 3日 (金）…作っ
てみよう鬼のお面
　15 日 ( 日 )…雪だるま団子作り体験
　22 日 ( 日 )…五平餅作り体験
▶場所　うだ・アニマルパーク
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「お子様が主人公の絵本」

市

営業時間/10時～17時　定休日/木曜日
☎0745-82-0035
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鳥
見
山
か
ら
の
眺
め

　
宇
陀
と
都
祁
と
の
境
界
に
は
、
い
く
つ
も

の
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
西
か
ら
順
に

鳥
見
山
、
貝
ヶ
平
山
、
香
酔
山
、
大
保
山
、

額
井
岳
（
大
和
富
士
）、
サ
ガ
ヒ
ラ
山
が
屏

風
の
よ
う
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　
鳥
見
山
の
中
腹
に
は
、
勾
玉
池
を
中
心
と

す
る
自
然
公
園
・
榛
原
鳥
見
山
公
園
が
あ
り

ま
す
。
公
園
内
に
は
、「
鳥
見
山
中
霊
畤
跡

（
と
み
の
や
ま
な
か
ま
つ
り
の
に
は
あ
と
）」

の
顕
彰
碑
や
歌
碑
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
春
は
躑
躅
（
つ
つ
じ
）
や
桜
が
美
し
く

咲
き
、
秋
の
紅
葉
も
格
別
で
す
。
展
望
台
か

ら
は
、
宇
陀
市
の
西
半
、
宇
陀
川
・
芳
野
川
・

内
牧
川
流
域
の
山
々
を
見
渡
せ
ま
す
。

　
西
へ
目
を
向
け
る
と
、
奈
良
盆
地
の
南
部

に
あ
る
大
和
三
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
大
和
三
山
は
、
平
成
十
七
年
に
国

の
名
勝
（
め
い
し
ょ
う
・
日
本
に
と
っ
て
芸

術
上
ま
た
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
を
文
部

科
学
大
臣
が
指
定
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
山
の
周
辺
に
は
藤
原
京
が
広
が
り
、

三
山
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
大
極
殿
な

ど
が
あ
る
藤
原
宮
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
今
、
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
榛
原
鳥
見
山
公
園
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
公
園
の
西
方
に
は
、「
人
は
よ
し 

い
か

に
い
ふ
と
も 

こ
こ
こ
そ
は 

と
み
の
山
中 

を

ぬ
の
は
り
原
」
と
刻
ま
れ
た
歌
碑
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
明
治
時
代
の
国
学
者
・
猪
熊

夏
樹
の
歌
で
、「
人
は
あ
れ
こ
れ
と
言
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
（
榛
原
）
こ
そ
が
、（
神
武

天
皇
が
霊
畤
を
た
て
た
）
鳥
見
山
中
、
小
野

の
榛
原
で
あ
る
」
と
詠
み
ま
し
た
。
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
月
、
猪
熊
は
宮

中
の
講
書
始
（
天

皇
の
学
問
始
）
で

『
古
事
記
』
を
講

義
し
、
こ
の
な
か

で
、
神
武
天
皇
の

「
鳥
見
山
中
霊
畤

跡
」
は
、
宇
陀
榛

原
で
あ
る
と
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
猪
熊
は
、
明

治
四
十
三
年
に
桜

井
と
榛
原
の
「
鳥

見
山
」
を
そ
れ
ぞ

れ
調
査
し
、
先
の

歌
を
詠
ん
だ
の
で

し
た
。

　
今
度
は
、
大
和

三
山
や
桜
井
の
鳥

見
山
か
ら
宇
陀
の

山
々
を
探
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
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12
月
号
に
引
き
続
き
、
石

丸
誠
一
著
「
キ
ミ
の
と
な
り

で
　
い
じ
め
と
向
き
合
う

子
供
達
」
か
ら
、
い
じ
め
に

お
け
る
家
族
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
診
察
の
結
果
、
崇
の
症
状
は
、
い

じ
め
の
度
を
超
え
た
傷
害
事
件
だ
と

判
断
で
き
る
ほ
ど
ひ
ど
い
状
態
で
し

た
が
、
医
師
は
父
親
に
「
被
害
者
、

加
害
者
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

で
き
る
こ
と
な
ら
教
育
現
場
で
解
決

で
き
な
い
か
、
念
の
た
め
警
察
に
は

私
か
ら
連
絡
し
て
お
く
」
と
話
し
ま

す
。
迷
っ
た
末
、
父
親
は
、
す
べ
て

警
察
に
ま
か
せ
る
刑
事
事
件
で
は
な

く
、
学
校
に
「
教
育
的
配
慮
に
よ
る

解
決
」
を
求
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
い
じ
め
の
解
明
に
向
け

た
取
組
が
始
ま
り
ま
す
。（
※
現
在
の

法
律
で
は
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
、
警
察
へ
の

通
報
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

　
い
じ
め
が
発
覚
す
る
ま
で
母
親
は
、

「
幼
い
頃
は
あ
ん
な
に
小
さ
く
、
ず
い

ぶ
ん
手
の
か
か
る
子
だ
っ
た
が
、
今

で
は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
…
。

子
ど
も
は
成
長
し
、
い
ず
れ
離
れ
て

い
く
、
し
か
し
、
今
は
ま
だ
共
に
歩

い
て
い
く
大
切
な
と
き
な
の
に
…
。

そ
れ
が
一
瞬
で
、
命
を
な
く
す
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。」
と
、
崇
の
行
動

が
理
解
で
き
ず
、
日
々
心
を
痛
め
続

け
て
い
ま
し
た
。

　
口
を
聞
か
な
か
っ
た
り
、
汚
れ
た

服
や
下
着
を
夜
中
に
洗
濯
し
た
り
、

わ
が
子
の
異
変
に
気
づ
き
、
不
安
を

感
じ
始
め
て
い
た
母
親
は
、
家
庭
の

ゴ
ミ
袋
の
中
に
腐
敗
し
た
弁
当
の
中

身
を
発
見
し
た
時
、
う
ろ
た
え
な
が

ら
も
、
記
憶
に
残
る
限
り
の
こ
と
を

日
記
の
よ
う
に
書
き
留
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
母
親
の
記
し

た
ノ
ー
ト
が
、
い
じ
め
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
解
決

を
図
る
の
に
非

常
に
役
に
立
ち

ま
し
た
。

　
子
ど
も
は
、
こ
の
本
の
伊
東
崇
の

よ
う
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

ひ
た
隠
し
に
し
ま
す
が
、
子
ど
も
な

り
に
何
ら
か
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
も

出
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
が

子
ど
も
の
様
子
を
注
意
深
く
み
た
り
、

興
味
を
持
っ
て
話
し
か
け
た
り
、
友

人
や
地
域
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
サ

イ
ン
に
気
づ
き
、
い
じ
め
を
防
ぐ
こ

と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　（
次
号
に
続
く
）

い
じ
め
と
向
き
合
う
子
ど
も
た
ち
　③

榛原鳥見山公園から見た大和三山 ( 展望台から西の方角）

藤原宮

耳成山
畝傍山

天香久山



　みなさん、明けましておめでとうございます！今年もよろしくお願いし
ます！新年を迎え、未来のことを考えてみませんか？新年はこれからの事
を考える良い機会だと思います。私からのアドバイスです。
①新しい人と話しをしよう！　世界中にはいろんな人がいます。自分とは
違った経験・考え方などの話を聞くことは大事だと思うので、新しい人
と友達になり、いろいろ話をしてみてください。

②新しい所に行きましょう！　世界にはいろいろな所があります。初めて
の場所での新たな発見はあなたを成長させてくれます。日本でも今まで
行った事がない場所に行ってみてください。

③新しい趣味を始めましょう！　趣味はストレス解消になると思います。
年齢は関係ありません！ダンスでも釣りでもピアノでも何でも良いの
で、やった事がない事をしてみてください。

　新年は目標を立てる良い時期です！
　みなさん、2017年も一緒にがんばりましょう！　(^^)/

From: キキ
（大宇陀中・菟田野中）

新
年
の
あ
い
さ
つ

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

　2017年1月号31

問自主放送スタジオ　（☎／ IP ☎ 82・2497）
※�番組内容及び、放送時間は予告なく変更される場合があります。
ご了承ください。
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� � まちの話題�
� ホットニュース

� お知らせ（静止画）� � 野菜たっぷりｸｯｷﾝｸﾞ
� � お天気カメラ�

� �ストレッチ／タオル体操�
� �お知らせ（音声付き静止画）�

� � まちの話題�
� ホットニュース

� お知らせ（静止画）�　野菜たっぷりｸｯｷﾝｸﾞ
� � お知らせ（静止画）�

� �サイエンスチャンネル　A�
� � お天気カメラ�

� � まちの話題�
� ホットニュース

� お知らせ（静止画）� � 野菜たっぷりｸｯｷﾝｸﾞ
� �お知らせ（音声付き静止画）�

�　　　すきまエクササイズ＆タオル体操
� �サイエンスチャンネル　B�

� お知らせ（静止画）
� �サイエンスチャンネル　A�

� 特別番組※10日まで / お知らせ（静止画）
� �お知らせ（音声付き静止画）�

� � お天気カメラ�
� � お知らせ（静止画）�

� � まちの話題�
� ホットニュース

� お知らせ（静止画）� � 野菜たっぷりｸｯｷﾝｸﾞ
� �サイエンスチャンネル　B�

� ピカピカはみがきのうた／うきうきダンス
ウェルネスうだ体操【すきまエクササイズ・エアロ】

� 　　　�お知らせ（静止画）�
� ホットニュース

� お知らせ（静止画）� � 野菜たっぷりｸｯｷﾝｸﾞ
� � まちの話題�

� � お知らせ（静止画）�

番組表
番組内容 1日～ 10日 11日～ 20日 21日～末日

ホット
ニュース

○室生寺国宝五重塔と
紅葉ライトアップ

○田口の郷　光のキャ
ンパス～イルミネー
ション～

○宇陀市消防団年末特
別警戒出発式

○おおうだ南部地域ま
ちづくり協議会　大
晦日　除夜の鐘撞き

○食推活動「ぬく森サロ
ン」にこにこ弁当提
供

○宇陀市成人式

野菜たっぷり
クッキング − − ・高野豆腐のはさみ煮

・おろし和え

特別番組 ○宇陀市医療講演会 − −

まちの話題

○新春を迎えて
○室生の獅子神楽
○宇陀市文化協会�文化
展示会

○三本松まちづくり協
議会　三本松歴史散
策ウォーキング大会

○地域安全ふれあい餅
つき大会

○平成 28 年度�菟田野
中学校「チャレンジ
43」

○第 45 回�かぎろひを
観る会

サイエンス A

ザ・メイキング：ＬＥ
Ｄ信号灯器（歩行者用）
赤ちゃんがいっぱい：

シャチの巻

ザ ･ メイキング：
マジックテープ

赤ちゃんがいっぱい：
フェネックスの巻

ザ・メイキング：
ケーブル

赤ちゃんがいっぱい：
キタオットセイの巻

サイエンス B ＨＯＷ ＴＯ サイエンス：
遺伝子の働きを調べる方法

ＨＯＷ ＴＯ サイエンス：
ナノの世界を見る方法

ＨＯＷ ＴＯ サイエンス：
原子を見て操る方法

はみがきのうた 大宇陀こども園 榛原北保育園 榛原幼稚園

）（

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
昨
年
も
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
熊
本
大
地
震
を
は
じ
め
各
地

で
頻
繁
に
起
こ
る
地
震
、特
に
11
月
、

東
北
で
の
地
震
に
よ
る
津
波
警
報
の

ニ
ュ
ー
ス
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改

め
て
「
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
た

一
年
で
し
た
。
▼
市
で
は
、
昨
年
7

月
号
で
も
「
地
震
」
を
テ
ー
マ
に
各

家
庭
で
の
備
え
に
つ
い
て
持
集
し
た

ほ
か
、
安
心
安
全
メ
ー
ル
、
各
地
域

で
の
防
災
訓
練
な
ど
、
い
ろ
ん
な
形

で
防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
▼
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
が

「
災
害
は
身
近
で
起
こ
る
も
ん
だ
」

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
自
分

た
ち
の
家
族
や
生
命
を
守
る
た
め
に

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
▼
火
事
や
台

風
、
地
震
の
際
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
？
事
前
の
対
策
も
含
め
て
、
ぜ

ひ
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
今
年
も
無
事
な
一
年
を
！

平成 28年 12月 1日現在
※（　）内は前月比

総　数 31,675 人（-46）
男 15,163 人（-17）
女 16,512 人（-29）

世帯数 13,074 世帯（12）
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原
萩
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崇
神
天
皇
が
大
和
の
は
や
り
病
を
鎮
め
る
た
め
、
墨

坂
の
神
と
逢
坂
の
神
を
祀
っ
た
と
こ
ろ
、
す
っ
か
り
お

さ
ま
っ
た
と
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
日
本
最
古
の
健
康
の
神
を
祀
る
と
も

言
わ
れ
る
由
緒
深
い
神
社
で
、
こ
の
本
殿
は
、
春
日
大

社
本
殿
の
ひ
と
つ
を
１
８
６
４
年
に
移
築
し
た
歴
史
あ

る
も
の
で
す
。

　
龍
王
宮
よ
り
湧
き
出
で
る
水
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
の
生
活
と
深
く
関
わ
り
守

ら
れ
て
き
た
清
涼
な
水
と
し
て
平
成
20
年
、
奈
良
県
か

ら
「
名
水
・
や
ま
と
の
水
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

至 室生大野

墨坂神社
至 榛原檜牧

宇陀市立病院

内牧グラウンド

369

165

+

165

榛原駅

12 月 31日（土） 
午前 0 時～ 2 時頃まで甘酒の振る舞い

（先着 500 名）
例年、初詣のあと鳥見山「新春ご来
光祭り」（元旦 5時頃神社出発、7
時頃ご来光）に参加される方も多く
おられます。ぜひご参加ください。

墨坂神社ホームページ
　 http://sumisaka-jinjya.jp/

がんばれ！！　Newジェネレーション！！
これからの未来を担う子どもたちを応援します！

　宇陀市では、子どもたちの能力向上とチャレンジ精神の醸成を目的に、様々な取り組みを
行っています。子どもたちは、このような機会を通じて、日頃から努力を重ねること、仲間
とともに楽しみながら取り組むこと、悔しいこと、嬉しいことを体験しています。

◇ English Village ～英語村で遊ぼう～◇
　11 月 23 日、総合体育館で開催。市内小学校 3 ～ 6 年生を
対象に約 70 名が参加しました。子どもたちは、アメリカ、カ
ナダなど 7 か国の ALT（英語指導助手）とゲームや歌などを通
じて、英語でコミュニケーションをとるなど、楽しい時間を過
ごしました。

◇宇陀市駅伝チャレンジ大会◇
　11 月 20 日、心の森総合福祉公園 1 周約 850 ｍのコー
スで開催。市内小学校 5 ～ 6 年生を対象に過去最多 13 チー
ムが参加しました。1 チーム 8 ～ 9 人でリレー。そのチー
ムワークとがんばる姿が感動を与えてくれました。

（優勝　TEAM TOP SPEED −榛原東小）

◇宇陀市英語スピーチコンテスト◇
　11 月 10 日、大和富士ホールで開催。市内小中高校から
43 名が参加しました。個人スピーチやグループ劇、自己紹介
や物語など、多彩な方法で英会話を披露。みんな本当に英語
を楽しんでいると実感できたコンテストでした！
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